
１－1 
 

第１号議案 

 

 

知事からの意見聴取に対する回答の承認について 

 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 29 条の規定により知事から意見を求められ

た平成21年9月定例府議会に提出された次の議案について、異議がない旨を回答したことを

承認する。 

 

 

平成21年12月16日 

 

 

大阪府教育委員会       

 
 
 
（議決事件案） 

１ 動産買入れの件（教育用パーソナルコンピュータ） 

２ 動産買入れの件（校務用サーバ及び校務用パーソナルコンピュータ） 
３ 動産買入れの件（プロジェクター及びスクリーン） 
４ 府費負担教職員の期末手当及び勤勉手当に係る不当利得返還請求についての訴えの提起

の件 

５ 大阪府立高等学校の授業料支払請求についての訴えの提起の件 

６ 指定管理者の指定期間変更の件（大阪府立門真スポーツセンター） 
７ 指定管理者の指定の件（大阪府立門真スポーツセンター） 
 

 
（条 例 案） 

１ 職員の給与に関する条例等一部改正の件 

２ 職員の期末手当及び勤勉手当に関する条例等一部改正の件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１－2 
 

 

 

 

〔根拠規定〕 

 ○地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

第二十九条 地方公共団体の長は、歳入歳出予算のうち教育に関する事務に係る部分そ

の他特に教育に関する事務について定める議会の議決を経るべき事件の議案を作成す

る場合においては、教育委員会の意見をきかなければならない。 

  

○大阪府教育委員会事務決裁規則 

第三条 委員会が会議の議決により決裁する事項は、次のとおりとする。 

十 教育予算、条例案その他議会の議決を経るべき事件の議案について、知事に意見

を申し出ること。 

  

  第五条 第三条各号に規定する事項について緊急やむを得ないときは、教育長がその事

項を代決することができる。 

 

  第七条 教育長、教育次長又は室長が専決した事項中必要と認められるものは、すみや

かに委員会の会議において報告しなければならない。 

２ 第五条の規定により教育長が代決したときは、すみやかに委員会の会議において報

告し、その承認を受けるものとする。 
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○事件議決案 

番号 件     名 概          要 

１ 動産買入れの件（教育

用パーソナルコンピュ

ータ（ノート型）） 

 府立高等学校及び府立特別支援学校に配置する教育用ノー

ト型パーソナルコンピュータ 
(1) 買入れ金額  ５億２，４７９万円 

買 入 れ 先  株式会社ライオン事務器 
(2) 買入れ金額  ５億４，１８０万円 

買 入 れ 先  株式会社ＮＴＴ西日本－関西 
(3) 買入れ金額  ５億４，０５４万円 

買 入 れ 先  ＮＥＣキャピタルソリューション株式会社

(1) 府立高等学校に配置する校務用サーバ及び校務用ノート

型パーソナルコンピュータ 
買入れ金額  ３億２，６０２万５千円 
買 入 れ 先  株式会社富士通ビジネスシステム 

２ 動産買入れの件（校務

用サーバ及び校務用パ

ーソナルコンピュータ

（ノート型）） 

(2) 府立特別支援学校に配置する校務用サーバ及び校務用ノ

ート型パーソナルコンピュータ 
買入れ金額  １億９，１６２万５千円 
買 入 れ 先  協和テクノロジィズ株式会社 

３ 動産買入れの件（プロ

ジェクター及びスクリ

ーン） 

府立高等学校に配置するプロジェクター及びスクリーン 
買入れ金額  １億１，５４４万５千４００円   
買 入 れ 先  株式会社イー･エスビデオ 

４ 府費負担教職員の期末

手当及び勤勉手当に係

る不当利得返還請求に

ついての訴えの提起の

件 

 過誤払いの期末手当及び勤勉手当の返還請求に応じない教

職員に対して不当利得返還の訴えを提起するため、議決を求

めるもの。 

５ 大阪府立高等学校の授

業料支払請求について

の訴えの提起の件 

 府立高等学校の授業料の支払請求に応じない債務者に対し

て訴えを提起するため、議決を求めるもの。 

６ 指定管理者の指定期間

変更の件（大阪府立門

真スポーツセンター） 

 大阪府立門真スポーツセンターの指定管理者の構成変更に

伴う指定期間の変更について、議決を求めるもの。 
（平成１７年１０月２１日議決）

指 定 期 間 平成１８年４月１日から 
平成２７年３月３１日まで 

→ 平成１８年４月１日から 
平成２２年３月３１日まで 

７ 指定管理者の指定の件

（大阪府立門真スポー

ツセンター） 

大阪府立門真スポーツセンターの指定管理者の指定 
指 定 期 間 平成２２年４月１日から 

平成２７年３月３１日まで 
指定する団体 オージースポーツ・ＯＧＭＰなみはやド

ーム共同事業体 



 

○条例案 

番号 件名 概要 

１ 職員の給与に関する条例

等一部改正の件 

 

２ 職員の期末手当及び勤勉

手当に関する条例等一部

改正の件 

平成 21 年度給与改定に係る本年 10 月 13 日の本府人事委員会の勧告

などを踏まえ、期末勤勉手当の月数の削減等を行うための改正を行う。

 
【改正内容（教育委員会関係）】 
①義務教育等教員特別手当の額の改正（第 24 条の３関係） 

小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校に勤務するすべての

教育職員に対して支給される義務教育等教員特別手当（教員の人材

確保のために設けられた制度）の上限額について、国庫負担金の算

定基準の改正（算定率が給料の 3.0％から 2.2％に引き下げられる。）

に準じて、15,900 円から 11,700 円に改正する。 

②職員の期末手当及び勤勉手当に関する条例の一部改正 

･職員の期末勤勉手当の年間支給月数を引き下げる。 

再任用以外：年間支給月数 4.50 月→4.15 月（▲0.35 月） 

再任用職員：年間支給月数 2.35 月→2.20 月（▲0.15 月） 

･平成 22 年度以降の期末勤勉手当の 6月期と 12 月期の配分 

を改める。 

 

１－４ 



職員の給与に関する条例等の改正の概要 
総務部人事室企画厚生課 

改正の理由 施行予定期日 
 

一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法律（平成 21 年法律第 41 号）の

公布・施行（平成 21 年 5月 29 日）により、地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）の一部

が改正され、指定職給料表適用職員に対して支給されていた期末特別手当が廃止されたこ

とに伴い、同手当に関する規定を削除する等、所要の改正を行う。 

 

公布の日から施行する。 

改正の要点 適用区分 
 

条例措置を必要とする理由 
 

地方公務員法第２４条第６項及び地方教育行政の組織及び

運営に関する法律第４２条の規定により、職員及び府費負担教

職員の給与その他の勤務条件は条例で定めることとされてい

るため。 

 

政策アセスメント 
 

人事委員会と調整済み 

制度間調整の内容 
 

人事委員会規則の改正 

 

その他審査の参考となる資料 

 

１ 職員の給与に関する条例の一部改正【第１条】 

職員に対して支給することができる手当から期末特別手当を削除するとともに、期末

特別手当に関する規定を削除する。 

２ 職員の期末手当、勤勉手当及び期末特別手当に関する条例の一部改正【第２条】 

(1) 条例名を「職員の期末手当及び勤勉手当に関する条例」に改める。 

(2) 期末特別手当に関する規定を削除するとともに、指定職給料表適用職員に対して期末

手当及び勤勉手当を支給するよう改める。 

（年間支給月数）期末特別 3.35 月 ⇒ 期末 1.65 月・勤勉 1.7 月（計 3.35 月） 

３ 職員の期末手当、勤勉手当及び期末特別手当の特例に関する条例の一部改正【第３条】 

(1) 条例名を「職員の期末手当及び勤勉手当の特例に関する条例」に改める。 

(2) 期末特別手当に係る特例減額（▲10％）に関する規定を削除するとともに、指定職給

料表適用職員に対する期末手当及び勤勉手当の特例減額に関する規定（それぞれ▲

10％）を加える。 

４ 知事等の期末手当等の特例に関する条例の一部改正【第５条】 

(1) 条例名を「知事等の期末手当及び勤勉手当の特例に関する条例」に改める。 

(2) 秘書に対する期末特別手当に係る特例減額（▲10％）に関する規定を削除するととも

に、指定職給料表適用職員の例により給料が定められた秘書に対する期末手当及び勤勉

手当の特例減額に関する規定（それぞれ▲10％）を加える。 

 

 

 



（
案
） 

大
阪
府
条
例
第 

 
 

号 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例 

（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
年
大
阪
府
条
例

第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
十
条
中
第
二
十
二
号
を
削
り
、
第
二
十
三
号
を
第
二
十
二
号

と
す
る
。 

第
二
十
五
条
中
「
、
期
末
特
別
手
当
」
を
削
る
。 

第
二
十
九
条
第
二
項
、
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
中
「
、

期
末
手
当
及
び
期
末
特
別
手
当
」
を
「
及
び
期
末
手
当
」
に
改
め

る
。 

（
職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特
別
手
当
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特
別
手
当
に
関

す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
大
阪
府
条
例
第
四
十
五
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
条
例 

第
一
条
中
「
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特
別
手
当
」
を
「
及
び
勤

勉
手
当
」
に
改
め
る
。 

第
二
条
第
一
項
中
「
第
二
条
の
三
」
を
「
第
四
条
」
に
改
め
、

「
（
給
与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
指
定
職
給
料

表
（
以
下
「
指
定
職
給
料
表
」
と
い
う
。
）
の
適
用
を
受
け
る
職

員
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
同
条

第
二
項
中
「
第
三
条
第
二
項
」
を
「
第
五
条
第
二
項
」
に
、
「
特

定
幹
部
職
員
」
を
「
特
定
管
理
職
員
」
に
、
「
あ
つ
て
は
、
」
を

「
あ
つ
て
は
」
に
、
「
額
）
」
を
「
額
、
給
与
条
例
第
三
条
第
一

項
第
六
号
に
規
定
す
る
指
定
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員

（
以
下
「
指
定
職
給
料
表
適
用
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は

六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
七
十
五
、
十
二
月
に

支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
九
十
を
乗
じ
て
得
た
額
）
」

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
百
分
の
六
十
五
」
」
の
下
に
「
と
、

「
百
分
の
七
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
四
十
」
と
、
「
百
分

の
九
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
五
十
」
」
を
加
え
、
同
条
第
五



項
中
「
職
員
並
び
に
」
を
「
職
員
、
」
に
改
め
、
「
定
め
る
も
の
」

の
下
に
「
並
び
に
指
定
職
給
料
表
適
用
職
員
」
を
加
え
る
。 

第
五
条
を
第
六
条
と
し
、
第
四
条
を
削
る
。 

第
三
条
第
一
項
中
「
（
指
定
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員

を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
同
条
第

二
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

一 

前
項
の
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員 

次
に
掲

げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額 

 

イ 

ロ
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員 

当
該
職
員
の
勤
勉
手

当
基
礎
額
に
当
該
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準
日
現
在

（
退
職
し
、
若
し
く
は
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
に

あ
つ
て
は
、
退
職
し
、
若
し
く
は
失
職
し
、
又
は
死
亡
し

た
日
現
在
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
受
け
る

べ
き
扶
養
手
当
の
月
額
及
び
こ
れ
に
対
す

る
地
域
手
当

の
月
額
の
合
計
額
を
加
算
し
た
額
に
百
分
の
七
十
五
（
特

定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
九
十
五
）
を
乗
じ
て

得
た
額
の
総
額 

 

ロ 

指
定
職
給
料
表
適
用
職
員 

当
該
職
員
の
勤
勉
手
当
基

礎
額
に
百
分
の
八
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額 

二 

前
項
の
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員 

次
に
掲
げ
る
職
員
の

区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額 

 

イ 

ロ
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員 

当
該
職
員
の
勤
勉
手

当
基
礎
額
に
、
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分

の
三
十
五
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
四
十

五
）
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
四

十
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
五
十
）
を
乗

じ
て
得
た
額
の
総
額 

 

ロ 

指
定
職
給
料
表
適
用
職
員 

当
該
職
員
の
勤
勉
手
当
基

礎
額
に
百
分
の
四
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額 

第
三
条
第
四
項
中
「
第
三
条
第
三
項
」
を
「
第
五
条
第
三
項
」

に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
二
条
の
二
」
を
「
第
三
条
」
に
、

「
第
三
条
第
一
項
」
を
「
第
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第

五
条
と
す
る
。 

第
二
条
の
三
を
第
四
条
と
し
、
第
二
条
の
二
を
第
三
条
と
す
る
。 

（
職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特
別
手
当
の
特
例
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 



第
三
条 

職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特
別
手
当
の
特

例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
大
阪
府
条
例
第
六
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 
 

職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
特
例
に
関
す 

る
条
例 

第
一
条
中
「
第
四
条
」
を
「
第
三
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号

中
「
前
号
」
を
「
前
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、

同
条
第
一
号
中
「
（
昭
和
四
十
年
大
阪
府
条
例
第
三
十
五
号
）
」

を
削
り
、
同
号
を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。 

一 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
年
大
阪
府
条
例

第
三
十
五
号
）
第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
指
定
職

給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
以
下
「
指
定
職
給
料
表
適

用
職
員
」
と
い
う
。
） 

百
分
の
十 

第
二
条
第
二
号
中
「
前
号
」
を
「
前
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を

同
条
第
三
号
と
し
、
同
条
中
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

一 

指
定
職
給
料
表
適
用
職
員 

百
分
の
十 

第
三
条
を
削
り
、
第
四
条
を
第
三
条
と
す
る
。 

（
特
別
職
の
秘
書
の
職
の
指
定
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
四
条 

特
別
職
の
秘
書
の
職
の
指
定
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十

六
年
大
阪
府
条
例
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
四
条
第
一
項
中
「
単
身
赴
任
手
当
」
の
下
に
「
、
期
末
手
当
、

勤
勉
手
当
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
、

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
を
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
職
給
料

表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
例
に
よ
り
そ
の
給
料
の
額
が
定
め
ら

れ
た
秘
書
に
は
期
末
特
別
手
当
」
を
「
、
扶
養
手
当
及
び
住
居
手

当
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
退
職
手
当
、
扶
養
手
当
、
住
居

手
当
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特
別
手
当
」
を
「
期
末

手
当
、
勤
勉
手
当
、
退
職
手
当
、
扶
養
手
当
及
び
住
居
手
当
」
に

改
め
る
。 

（
知
事
等
の
期
末
手
当
等
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
五
条 

知
事
等
の
期
末
手
当
等
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十

三
年
大
阪
府
条
例
第
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 



 
 

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 
 

知
事
等
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
特
例
に
関 

す
る
条
例 

第
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

（
秘
書
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
特
例
） 

第
四
条 

特
別
職
の
秘
書
の
職
の
指
定
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

十
六
年
大
阪
府
条
例
第
四
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
秘

書
（
以
下
「
秘
書
」
と
い
う
。
）
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当

の
額
は
、
特
例
期
間
に
お
い
て
、
同
条
例
第
四
条
第
三
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
定
め
る
額
か
ら
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
秘
書
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
額
の
当
該
各
号
に

定
め
る
割
合
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
を

生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
）
を
減
じ
た
額
と
す

る
。 

一 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
年
大
阪
府
条
例

第
三
十
五
号
）
第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
指
定
職

給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
例
に
よ
り
そ
の
給
料
の
額

が
定
め
ら
れ
た
秘
書 

百
分
の
十 

二 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
管
理
職
手
当
を
支
給
さ
れ
る
職
員
の
例
に
よ
り
そ
の
給

料
の
額
が
定
め
ら
れ
た
秘
書 

百
分
の
六 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
秘
書
以
外
の
秘
書 

百
分
の
四 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

２ 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
十
六
条
の
四
中
「
職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期

末
特
別
手
当
に
関
す
る
条
例
」
を
「
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉

手
当
に
関
す
る
条
例
」
に
改
め
る
。 

（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部

改
正
） 

３ 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平

成
十
八
年
大
阪
府
条
例
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 

 
 

附
則
第
十
二
項
中
「
第
三
条
第
四
項
」
を
「
第
五
条
第
四
項
」



に
改
め
、
「
及
び
第
四
条
第
五
項
」
及
び
「
期
末
勤
勉
手
当
条
例

第
四
条
第
五
項
中
「
給
料
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
給
料
月
額
と
平

成
十
八
年
改
正
条
例
附
則
第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
に

よ
る
給
料
の
額
と
の
合
計
額
」
と
並
び
に
」
を
削
る
。 

附
則
第
十
三
項
中
「
第
五
条
第
五
項
」
を
「
第
五
条
第
六
項
」

に
、
「
第
七
条
第
四
項
」
を
「
第
七
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
十
六
項
の
見
出
し
を
「
（
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に

関
す
る
経
過
措
置
）
」
に
改
め
、
同
項
中
「
第
五
条
」
を
「
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十

一
年
大
阪
府
条
例
第 

 
 

号
）
第
二
条
」
に
、
「
第
三
条
第
四

項
」
を
「
第
五
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。 

（
職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特
別
手
当
の
特
例
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

４ 

職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特
別
手
当
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
一
条
中
「
職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特
別
手

当
に
関
す
る
条
例
」
を
「
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関

す
る
条
例
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
二
条
中
「
第
三
条
第
二
項
」
を
「
第
五
条
第
二
項
」
に
改
め

る
。 

（
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
） 

５ 

一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十

三
年
大
阪
府
条
例
第
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
六
条
第
一
項
中
「
職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末

特
別
手
当
に
関
す
る
条
例
」
を
「
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手

当
に
関
す
る
条
例
」
に
、
「
第
三
条
の
」
を
「
第
五
条
の
」
に
改

め
、
同
条
第
三
項
中
「
職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末

特
別
手
当
に
関
す
る
条
例
」
を
「
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手

当
に
関
す
る
条
例
」
に
改
め
る
。 

（
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

６ 

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
四

年
大
阪
府
条
例
第
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
八
条
第
一
項
中
「
職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末

特
別
手
当
に
関
す
る
条
例
」
を
「
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手

当
に
関
す
る
条
例
」
に
、
「
第
三
条
の
」
を
「
第
五
条
の
」
に
改



め
、
同
条
第
三
項
中
「
職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末

特
別
手
当
に
関
す
る
条
例
」
を
「
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手

当
に
関
す
る
条
例
」
に
改
め
る
。 

（
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

７ 

外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇

等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
六
十
三
年
大
阪
府
条
例
第
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
四
条
第
一
項
中
「
、
期
末
手
当
及
び
期
末
特
別
手
当
」
を
「
及

び
期
末
手
当
」
に
改
め
る
。 

（
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

８ 

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
大
阪
府
条
例

第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
七
条
の
見
出
し
を
「
（
育
児
休
業
を
し
て
い
る
職
員
の
期
末

手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
支
給
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
職

員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特
別
手
当
に
関
す
る
条
例
」

を
「
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
条
例
」
に
、
「
期

末
手
当
等
条
例
」
を
「
期
末
勤
勉
手
当
条
例
」
に
、
「
第
十
二
条
」

を
「
第
二
十
三
条
」
に
改
め
、
「
（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

（
昭
和
四
十
年
大
阪
府
条
例
第
三
十
五
号
）
第
三
条
第
一
項
第
六

号
に
規
定
す
る
指
定
職
給
料
表
（
以
下
「
指
定
職
給
料
表
」
と
い

う
。
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
期
末
手
当
等

条
例
第
三
条
第
一
項
」
を
「
期
末
勤
勉
手
当
条
例
第
五
条
第
一
項
」

に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
削
る
。 

（
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
） 

９ 

公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十

三
年
大
阪
府
条
例
第
七
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 

 
 

第
四
条
中
「
、
期
末
手
当
及
び
期
末
特
別
手
当
」
を
「
及
び
期

末
手
当
」
に
改
め
る
。 

（
知
事
及
び
副
知
事
の
給
料
、
手
当
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
） 

10 

知
事
及
び
副
知
事
の
給
料
、
手
当
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例

（
昭
和
二
十
二
年
大
阪
府
条
例
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う



に
改
正
す
る
。 

 
 

第
五
条
第
一
項
中
「
職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末

特
別
手
当
に
関
す
る
条
例
」
を
「
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手

当
に
関
す
る
条
例
」
に
改
め
る
。 

     



職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例（案）要綱 

 

１ 職員の給与に関する条例の一部改正（第１条） 

（１）期末特別手当の廃止 

一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法律（平成21年法律第41号）の公布・施行（平成21年5月29日）により、

地方自治法（昭和22年法律第67号）の一部が改正され、常勤の職員に対して支給することができる手当から「期末特別手当」が廃

止されたことに伴い、職員に対して支給する手当から期末特別手当を削除する。（第10条関係） 

（２）期末特別手当に関する規定の削除 

① 期末手当、勤勉手当、期末特別手当及び退職手当については別条例で定めることを定めていた規定から期末特別手当を削除す

る。（第25条関係） 

② 休職者に対して支給する又は支給することができる手当から期末特別手当を削除する。（第29条関係） 

 

２ 職員の期末手当、勤勉手当及び期末特別手当に関する条例の一部改正（第２条） 

（１）条例名の改正 

条例名を「職員の期末手当及び勤勉手当に関する条例」に改める。 

（２）期末特別手当に関する規定の削除 

① 条例の趣旨を定めた規定から期末特別手当を削除する。（第１条関係） 

② 指定職給料表適用職員（以下「指定職」という。）に対して支給する期末特別手当の支給要件、額等を定めた規定を削除する。

（改正前の第４条関係） 

（３）指定職に対する期末手当の支給等（第２条関係） 

① 指定職に対して期末手当を支給するため、同手当の指定職に対する除外規定を削除する。 

② 指定職に対して支給する期末手当の支給月数を定める。 

（４）指定職に対する勤勉手当の支給等（改正前の第３条関係） 

① 指定職に対して勤勉手当を支給するため、同手当の指定職に対する除外規定を削除する。 

② 指定職に対して支給する勤勉手当の総額の支給月数を定める。 

 

６月期 12月期 合計 
 

期末 勤勉 合計 期末 勤勉 合計 期末 勤勉 合計 

現行 1.60 － 1.60 1.75 － 1.75 3.35 － 3.35 定年前職員 

(再任用以外) 改正後 0.75 0.85 1.60 0.90 0.85 1.75 1.65 1.70 3.35 

現行 0.85 － 0.85 0.95 － 0.95 1.80 － 1.80 
再任用職員 

改正後 0.40 0.45 0.85 0.50 0.45 0.95 0.90 0.90 1.80 

・現行の「期末」は、期末特別手当、改正後の「期末」は期末手当である。 

・勤勉手当の支給月数は、総額としての支給月数である。 



 

３ 職員の期末手当、勤勉手当及び期末特別手当の特例に関する条例の一部改正（第３条） 

（１）条例名の改正 

条例名を「職員の期末手当及び勤勉手当の特例に関する条例」に改める。 

（２）指定職に対する期末手当及び勤勉手当の特例減額の制定 

指定職に対して新たに期末手当及び勤勉手当を支給することに伴い、指定職に対するこれらの手当の特例減額を定める。（それ

ぞれ▲10％）（第１条及び第２条関係） 

（３）期末特別手当の特例減額の廃止 

期末特別手当の特例減額の規定を削除する。（第３条関係） 

 

４ 特別職の秘書の職の指定等に関する条例の一部改正（第４条） 

 期末特別手当の廃止 

指定職の例により給料が定められた秘書に対して支給する期末特別手当の規定を削除するとともに、期末手当及び勤勉手当を支

給するように改める。（第４条関係） 

 

５ 知事等の期末手当等の特例に関する条例の一部改正（第５条） 

（１）条例名の改正 

条例名を「知事等の期末手当及び勤勉手当の特例に関する条例」に改める。 

（２）秘書に対する期末手当等の特例減額の改正 

指定職の例により給料が定められた秘書に対する期末手当及び勤勉手当の特例減額の規定を定める（それぞれ▲10％）とともに、

期末特別手当の特例減額の規定を削除する。（第４条関係） 

 

６ 施行日（附則第１項） 

地方自治法がすでに改正されており、速やかに施行する必要があることから、公布の日から施行する。 

 



○ 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
年
大
阪
府
条
例
第
三
十
五
号
）
新
旧
対
照
表
【
第
一
条
】 

 

 （
手
当
） 

第
十
条 
職
員
に
は
、
給
料
の
ほ
か
、
本
章
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
手
当
を
支
給
す
る
。 

一 

管
理
職
手
当 

二 

初
任
給
調
整
手
当 

三 

扶
養
手
当 

四 

地
域
手
当 

五 

住
居
手
当 

六 

通
勤
手
当 

七 

単
身
赴
任
手
当 

八 

特
殊
勤
務
手
当 

九 

へ
き
地
手
当 

十 

定
時
制
通
信
教
育
手
当 

十
一 

産
業
教
育
手
当 

十
二 

農
林
漁
業
普
及
指
導
手
当 

十
三 

災
害
派
遣
手
当
（
武
力
攻
撃
災
害
等
派
遣
手
当
を

含
む
。
以
下
同
じ
。
） 

十
四 

時
間
外
勤
務
手
当 

十
五 

休
日
勤
務
手
当 

十
六 

夜
間
勤
務
手
当 

十
七 

宿
日
直
手
当 

十
八 

管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当 

十
九 

義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当 

二
十 

期
末
手
当 

二
十
一 

勤
勉
手
当 

 二
十
二 

退
職
手
当 

 

（
期
末
手
当
等
） 

第
二
十
五
条 

期
末
手
当
、
勤
勉
手
当 

 
 

 
 

 
 

及

び
退
職
手
当
に
つ
い
て
は
、
別
に
条
例
で
定
め
る
。 

 

改 

正 

案 

 

（
手
当
） 

第
十
条 

職
員
に
は
、
給
料
の
ほ
か
、
本
章
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
手
当
を
支
給
す
る
。 

一 

管
理
職
手
当 

二 

初
任
給
調
整
手
当 

三 

扶
養
手
当 

四 

地
域
手
当 

五 

住
居
手
当 

六 

通
勤
手
当 

七 

単
身
赴
任
手
当 

八 

特
殊
勤
務
手
当 

九 

へ
き
地
手
当 

十 

定
時
制
通
信
教
育
手
当 

十
一 

産
業
教
育
手
当 

十
二 

農
林
漁
業
普
及
指
導
手
当 

十
三 

災
害
派
遣
手
当
（
武
力
攻
撃
災
害
等
派
遣
手
当
を

含
む
。
以
下
同
じ
。
） 

十
四 
時
間
外
勤
務
手
当 

十
五 
休
日
勤
務
手
当 

十
六 

夜
間
勤
務
手
当 

十
七 

宿
日
直
手
当 

十
八 

管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当 

十
九 

義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当 

二
十 

期
末
手
当 

二
十
一 

勤
勉
手
当 

二
十
二 

期
末
特
別
手
当 

二
十
三 

退
職
手
当 

 

（
期
末
手
当
等
） 

第
二
十
五
条 

期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
、
期
末
特
別
手
当
及

び
退
職
手
当
に
つ
い
て
は
、
別
に
条
例
で
定
め
る
。 

 

現 
 
 

行 



（
休
職
者
の
給
与
） 

４ 

（
略
） 

５ 

職
員
が
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年

大
阪
府
条
例
第
四
十
一
号
）
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
理
由

に
該
当
し
て
休
職
に
さ
れ
た
と
き
（
次
項
に
掲
げ
る
と
き

を
除
く
。
）
は
、
そ
の
休
職
の
期
間
中
、
給
料
、
扶
養
手
当
、

地
域
手
当
、
住
居
手
当
及
び
期
末
手
当 

 
 
 
 
 
 
 

の
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
七
十
以
内
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

２ 

職
員
が
結
核
性
疾
患
に
か
か
り
法
第
二
十
八
条
第
二
項

第
一
号
に
掲
げ
る
理
由
に
該
当
し
て
休
職
に
さ
れ
た
と
き

は
、
二
年
に
達
す
る
ま
で
は
、
給
料
、
扶
養
手
当
、
地
域

手
当
、
住
居
手
当
及
び
期
末
手
当 

 
 

 
 

 
 

の
そ

れ
ぞ
れ
百
分
の
八
十
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
学
校
教
育

法
第
一
条
に
規
定
す
る
学
校
に
勤
務
す
る
職
員
（
教
育
公

務
員
特
例
法
第
十
四
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
又

は
公
立
の
学
校
の
事
務
職
員
の
休
職
の
特
例
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
十
七
号
）
の
適
用
を
受
け

る
職
員
を
除
く
。
）
及
び
共
同
調
理
場
に
勤
務
す
る
職
員
に

つ
い
て
は
、
そ
の
休
職
の
期
間
が
そ
の
休
職
に
引
き
続
く

当
該
疾
患
に
よ
る
休
養
期
間
を
通
算
し
て
三
年
に
達
す
る

ま
で
は
、
給
与
の
全
額
を
支
給
す
る
。 

第
二
十
九
条 
（
略
） 

６ 

職
員
が
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
号
に

掲
げ
る
理
由
に
該
当
し
て
休
職
に
さ
れ
た
場
合
で
、
そ
の

原
因
で
あ
る
災
害
が
公
務
上
の
災
害
又
は
通
勤
に
よ
る
災

害
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
そ
の
休
職
の
期
間
中
、
給
料
、

扶
養
手
当
、
地
域
手
当
、
住
居
手
当
及
び
期
末
手
当 

 
 

３ 

職
員
が
前
二
項
以
外
の
心
身
の
故
障
に
よ
り
法
第
二
十

八
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
理
由
に
該
当
し
て
休
職
に

さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
休
職
の
期
間
が
一
年
に
達
す
る
ま

で
は
、
給
料
、
扶
養
手
当
、
地
域
手
当
、
住
居
手
当
及
び

期
末
手
当 

 
 

 
 

 
 

の
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
八
十
を

支
給
す
る
。 

７ 

（
略
） 

   
 

 
 

 

の
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
百
以
内
を
支
給
す
る
こ

と
が
で
き
る
。 

改 

正 

案 

（
休
職
者
の
給
与
） 

３ 

職
員
が
前
二
項
以
外
の
心
身
の
故
障
に
よ
り
法
第
二
十

八
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
理
由
に
該
当
し
て
休
職
に

さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
休
職
の
期
間
が
一
年
に
達
す
る
ま

で
は
、
給
料
、
扶
養
手
当
、
地
域
手
当
、
住
居
手
当
、
期

末
手
当
及
び
期
末
特
別
手
当
の
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
八
十
を

支
給
す
る
。 

４ 

（
略
） 

５ 

職
員
が
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年

大
阪
府
条
例
第
四
十
一
号
）
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
理
由

に
該
当
し
て
休
職
に
さ
れ
た
と
き
（
次
項
に
掲
げ
る
と
き

を
除
く
。
）
は
、
そ
の
休
職
の
期
間
中
、
給
料
、
扶
養
手
当
、

地
域
手
当
、
住
居
手
当
、
期
末
手
当
及
び
期
末
特
別
手
当
の

そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
七
十
以
内
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

６ 

職
員
が
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
号
に

掲
げ
る
理
由
に
該
当
し
て
休
職
に
さ
れ
た
場
合
で
、
そ
の

原
因
で
あ
る
災
害
が
公
務
上
の
災
害
又
は
通
勤
に
よ
る
災

害
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
そ
の
休
職
の
期
間
中
、
給
料
、

扶
養
手
当
、
地
域
手
当
、
住
居
手
当
、
期
末
手
当
及
び
期

末
特
別
手
当
の
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
百
以
内
を
支
給
す
る
こ

と
が
で
き
る
。 

２ 

職
員
が
結
核
性
疾
患
に
か
か
り
法
第
二
十
八
条
第
二
項

第
一
号
に
掲
げ
る
理
由
に
該
当
し
て
休
職
に
さ
れ
た
と
き

は
、
二
年
に
達
す
る
ま
で
は
、
給
料
、
扶
養
手
当
、
地
域

手
当
、
住
居
手
当
、
期
末
手
当
及
び
期
末
特
別
手
当
の
そ

れ
ぞ
れ
百
分
の
八
十
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
学
校
教
育

法
第
一
条
に
規
定
す
る
学
校
に
勤
務
す
る
職
員
（
教
育
公

務
員
特
例
法
第
十
四
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
又

は
公
立
の
学
校
の
事
務
職
員
の
休
職
の
特
例
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
十
七
号
）
の
適
用
を
受
け

る
職
員
を
除
く
。
）
及
び
共
同
調
理
場
に
勤
務
す
る
職
員
に

つ
い
て
は
、
そ
の
休
職
の
期
間
が
そ
の
休
職
に
引
き
続
く

当
該
疾
患
に
よ
る
休
養
期
間
を
通
算
し
て
三
年
に
達
す
る

ま
で
は
、
給
与
の
全
額
を
支
給
す
る
。 

第
二
十
九
条 

（
略
） 

７ 

（
略
） 

現 
 
 

行 



○ 

職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特
別
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
大
阪
府
条
例
第
四
十
五
号
）
新
旧

対
照
表
【
第
二
条
】 

 

 

 

職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る 

 
 
 

条
例

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年

法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
四
条
第
六
項
及
び
地
方

教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十

一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
四
十
二
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
職
員
（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
年

大
阪
府
条
例
第
三
十
五
号
。
以
下
「
給
与
条
例
」
と
い
う
。）

の
適
用
を
受
け
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
期
末
手

当
及
び
勤
勉
手
当 

 
 

 
 

 
 

に
関
し
必
要
な
事
項

を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
期
末
手
当
） 

第
二
条 

期
末
手
当
は
、
六
月
一
日
及
び
十
二
月
一
日
（
以

下
こ
の
条
か
ら
第
四
条 

 

ま
で
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
日

を
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
在
職
す
る
職
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
対
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準
日
の
属
す
る
月
の
人
事
委
員
会
規
則

で
定
め
る
日
（
次
条
及
び
第
四
条 

 

に
お
い
て
こ
れ
ら

の
日
を
「
支
給
日
」
と
い
う
。
）
に
支
給
す
る
。
こ
れ
ら
の

基
準
日
前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
地
方
公
務

員
法
第
十
六
条
第
一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
二
十
八
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
（
人

事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。）
に
つ
い
て
も
、

同
様
と
す
る
。 

 

改 

正 

案 

 職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特 

別
手
当
に
関
す
る
条
例 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年

法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
四
条
第
六
項
及
び
地
方

教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十

一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
四
十
二
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
職
員
（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
年

大
阪
府
条
例
第
三
十
五
号
。
以
下
「
給
与
条
例
」
と
い
う
。）

の
適
用
を
受
け
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
期
末
手

当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特
別
手
当
に
関
し
必
要
な
事
項

を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 
（
期
末
手
当
） 

第
二
条 
期
末
手
当
は
、
六
月
一
日
及
び
十
二
月
一
日
（
以

下
こ
の
条
か
ら
第
二
条
の
三
ま
で
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
日

を
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
在
職
す
る
職
員
（
給

与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
指
定
職
給
料

表
（
以
下
「
指
定
職
給
料
表
」
と
い
う
。）
の
適
用
を
受
け

る
職
員
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準
日
の
属
す
る
月
の
人
事
委
員
会
規
則

で
定
め
る
日
（
次
条
及
び
第
二
条
の
三
に
お
い
て
こ
れ
ら

の
日
を
「
支
給
日
」
と
い
う
。
）
に
支
給
す
る
。
こ
れ
ら
の

基
準
日
前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
地
方
公
務

員
法
第
十
六
条
第
一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
二
十
八
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
（
人

事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。）
に
つ
い
て
も
、

同
様
と
す
る
。 

 

現 
 
 

行 



４ 

（
略
） 

２ 

期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、
六
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
四
十
、
十
二
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
六
十
を
乗
じ
て
得
た

額
（
給
与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
行
政

職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
七

級
以
上
で
あ
る
も
の
並
び
に
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま

で
に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職

務
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の
度
等
が
こ
れ
に
相
当
す
る

も
の
（
こ
れ
ら
の
職
員
の
う
ち
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定

め
る
職
員
を
除
く
。
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
「
特
定
管

理
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は 

六
月
に
支
給
す
る
場

合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
二
十
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場

合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額
、
給
与

条
例
第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
指
定
職
給
料
表

の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
以
下
「
指
定
職
給
料
表
適
用
職

員
」
と
い
う
。）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お

い
て
は
百
分
の
七
十
五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お

い
て
は
百
分
の
九
十
を
乗
じ
て
得
た
額
）
に
、
基
準
日
以

前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間
の

次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る

割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
基
準
日
前
一

箇
月
以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
十
六

条
第
一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定

に
よ
り
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
の
う
ち
当
該
退
職

若
し
く
は
失
職
又
は
死
亡
の
際
に
給
与
条
例
第
二
十
九
条

第
二
項
本
文
、
第
三
項
、
第
五
項
又
は
第
六
項
に
規
定
す

る
職
員
で
あ
つ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
規
定
に
よ

り
算
出
し
た
額
に
当
該
各
項
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得

た
額
と
す
る
。 

３ 

地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八

条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
再
任

用
職
員
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
項
中
「
百
分
の
百
四
十
」
と
あ
る
の
は
「
百

分
の
七
十
五
」
と
、「
百
分
の
百
六
十
」
と
あ
る
の
は
「
百

分
の
八
十
五
」
と
、「
百
分
の
百
二
十
」
と
あ
る
の
は
「
百

分
の
六
十
五
」
と
、「
百
分
の
七
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
百

分
の
四
十
」
と
、「
百
分
の
九
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の

五
十
」
と
す
る
。 

  

三 

三
箇
月
以
上
五
箇
月
未
満 

百
分
の
六
十 

一 

六
箇
月 

百
分
の
百 

二 

五
箇
月
以
上
六
箇
月
未
満 

百
分
の
八
十 

四 

三
箇
月
未
満 

百
分
の
三
十 

改 

正 

案 

４ 

（
略
） 

２ 

期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、
六
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
四
十
、
十
二
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
六
十
を
乗
じ
て
得
た

額
（
給
与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
行
政

職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
七

級
以
上
で
あ
る
も
の
並
び
に
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま

で
に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職

務
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の
度
等
が
こ
れ
に
相
当
す
る

も
の
（
こ
れ
ら
の
職
員
の
う
ち
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定

め
る
職
員
を
除
く
。
第
三
条
第
二
項
に
お
い
て
「
特
定
幹

部
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
六
月
に
支
給
す
る
場

合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
二
十
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場

合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額
） 

 

二 

五
箇
月
以
上
六
箇
月
未
満 

百
分
の
八
十 

三 

三
箇
月
以
上
五
箇
月
未
満 

百
分
の
六
十 

四 

三
箇
月
未
満 

百
分
の
三
十 

３ 

地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八

条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
再
任

用
職
員
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
項
中
「
百
分
の
百
四
十
」
と
あ
る
の
は
「
百

分
の
七
十
五
」
と
、「
百
分
の
百
六
十
」
と
あ
る
の
は
「
百

分
の
八
十
五
」
と
、「
百
分
の
百
二
十
」
と
あ
る
の
は
「
百

分

の

六

十

五

」

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
、
基
準
日
以

前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間
の

次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る

割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
基
準
日
前
一

箇
月
以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
十
六

条
第
一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定

に
よ
り
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
の
う
ち
当
該
退
職

若
し
く
は
失
職
又
は
死
亡
の
際
に
給
与
条
例
第
二
十
九
条

第
二
項
本
文
、
第
三
項
、
第
五
項
又
は
第
六
項
に
規
定
す

る
職
員
で
あ
つ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
規
定
に
よ

り
算
出
し
た
額
に
当
該
各
項
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得

た
額
と
す
る
。 

一 

六
箇
月 

百
分
の
百 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

と
す
る
。 

現 
 
 

行 



 

 ５ 

給
与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
行
政
職

給
料
表
の
適
用
を
受
け
、
そ
の
職
務
の
級
が
三
級
以
上
で

あ
る
職
員
の
う
ち
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
、 

 
 

 
 

同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
規
定
す
る
給
料
表
の

適
用
を
受
け
る
職
員
で
職
務
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の

度
等
を
考
慮
し
て
こ
れ
に
相
当
す
る
職
員
と
し
て
当
該
各

給
料
表
に
つ
き
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
並
び
に

指
定
職
給
料
表
適
用
職
員
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
合
計
額
に
、
給
料
の
月

額
及
び
こ
れ
に
対
す
る
地
域
手
当
の
月
額
の
合
計
額
に
職

制
上
の
段
階
、
職
務
の
級
等
を
考
慮
し
て
人
事
委
員
会
規

則
で
定
め
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
て
百
分
の
二
十
を
超
え

な
い
範
囲
内
で
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ

て
得
た
額
（
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
管
理
又
は
監
督

の
地
位
に
あ
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
に
給
料
月
額

に
百
分
の
二
十
五
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人
事
委
員
会
規

則
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額
）
を

加
算
し
た
額
を
第
二
項
の
期
末
手
当
基
礎
額
と
す
る
。 

６
・
７ 

（
略
） 

 

第
三
条
・
第
四
条 

（
略
） 

 

（
勤
勉
手
当
） 

第
五
条 

勤
勉
手
当
は
、
六
月
一
日
及
び
十
二
月
一
日
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
日
を
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）

に
そ
れ
ぞ
れ
在
職
す
る
職
員 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に

対
し
、
任
命
権
者
（
大
阪
市
立
学
校
及
び
堺
市
立
学
校
の

職
員
の
う
ち
市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
負
担
法
（
昭
和
二

十
三
年
法
律
第
百
三
十
五
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
職
員

に
つ
い
て
は
、
府
の
教
育
委
員
会
と
す
る
。
以
下
同
じ
。
）

が
定
め
る
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
勤
務
成
績
に
応
じ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準
日
の
属
す
る
月
の
人
事
委
員
会
規
則

で
定
め
る
日
に
支
給
す
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
日
前
一
箇
月

以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
第

一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
（
人
事
委
員
会
規
則
で

定
め
る
職
員
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。 

  

改 

正 

案 

５ 

給
与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
行
政
職

給
料
表
の
適
用
を
受
け
、
そ
の
職
務
の
級
が
三
級
以
上
で

あ
る
職
員
の
う
ち
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
並
び

に
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
規
定
す
る
給
料
表
の

適
用
を
受
け
る
職
員
で
職
務
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の

度
等
を
考
慮
し
て
こ
れ
に
相
当
す
る
職
員
と
し
て
当
該
各

給
料
表
に
つ
き
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
合
計
額
に
、
給
料
の
月

額
及
び
こ
れ
に
対
す
る
地
域
手
当
の
月
額
の
合
計
額
に
職

制
上
の
段
階
、
職
務
の
級
等
を
考
慮
し
て
人
事
委
員
会
規

則
で
定
め
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
て
百
分
の
二
十
を
超
え

な
い
範
囲
内
で
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ

て
得
た
額
（
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
管
理
又
は
監
督

の
地
位
に
あ
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
に
給
料
月
額

に
百
分
の
二
十
五
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人
事
委
員
会
規

則
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額
）
を

加
算
し
た
額
を
第
二
項
の
期
末
手
当
基
礎
額
と
す
る
。 

６
・
７ 

（
略
） 

 

第
二
条
の
二
・
第
二
条
の
三 

（
略
） 

 

（
勤
勉
手
当
） 

第
三
条 

勤
勉
手
当
は
、
六
月
一
日
及
び
十
二
月
一
日
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
日
を
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）

に
そ
れ
ぞ
れ
在
職
す
る
職
員
（
指
定
職
給
料
表
の
適
用
を
受

け
る
職
員
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
、

任
命
権
者
（
大
阪
市
立
学
校
及
び
堺
市
立
学
校
の
職
員
の
う

ち
市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
負
担
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律

第
百
三
十
五
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
職
員
に
つ
い
て
は
、

府
の
教
育
委
員
会
と
す
る
。
以
下
同
じ
。
）
が
定
め
る
期
間
に

お
け
る
そ
の
者
の
勤
務
成
績
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準
日

の
属
す
る
月
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
日
に
支
給
す

る
。
こ
れ
ら
の
基
準
日
前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
、
若
し
く

は
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
第
一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
二

十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職

員
（
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）
に
つ
い
て

も
、
同
様
と
す
る
。 

   

現 
 
 

行 



２ 

勤
勉
手
当
の
額
は
、
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
、
任
命
権
者

が
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
定
め
る
割

合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
任

命
権
者
が
支
給
す
る
勤
勉
手
当
の
額
の
、
そ
の
者
に
所
属

す
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
ご
と
の
総
額
は
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
超
え
て
は
な
ら
な

い
。 

一 

前
項
の
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員 

次

に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め

る
額 

イ 

ロ
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員 
当
該
職
員
の
勤

勉
手
当
基
礎
額
に
当
該
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準

日
現
在
（
退
職
し
、
若
し
く
は
失
職
し
、
又
は
死
亡

し
た
職
員
に
あ
つ
て
は
、
退
職
し
、
若
し
く
は
失
職

し
、
又
は
死
亡
し
た
日
現
在
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
お
い
て
受
け
る
べ
き
扶
養
手
当
の
月
額
及
び
こ
れ

に
対
す
る
地
域
手
当
の
月
額
の
合
計
額
を
加
算
し
た

額
に
百
分
の
七
十
五
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、

百
分
の
九
十
五
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額 

３ 

（
略
） 

  

ロ 

指
定
職
給
料
表
適
用
職
員 

当
該
職
員
の
勤
勉
手

当
基
礎
額
に
百
分
の
八
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総

額 

二 

前
項
の
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員 

次
に
掲
げ
る
職

員
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額 

イ 

ロ
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員 

当
該
職
員
の
勤

勉
手
当
基
礎
額
に
、
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い

て
は
百
分
の
三
十
五
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、

百
分
の
四
十
五
）
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い

て
は
百
分
の
四
十
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、

百
分
の
五
十
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額 

ロ 

指
定
職
給
料
表
適
用
職
員 

当
該
職
員
の
勤
勉
手

当
基
礎
額
に
百
分
の
四
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総

額 

４ 

第
二
条
第
五
項
の
規
定
は
、
第
二
項
の
勤
勉
手
当
基
礎

額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第

五
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
五
条
第
三
項
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

（
略
） 

６ 

前
二
条
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勤
勉
手
当

の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

三
条 

 

中
「
前
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
条
第

一
項
」
と
、
同
条
第
一
号
中
「
基
準
日
か
ら
」
と
あ
る
の

は
「
基
準
日
（
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
日
を
い

う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
」 

改 

正 
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４ 

第
二
条
第
五
項
の
規
定
は
、
第
二
項
の
勤
勉
手
当
基
礎

額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第

五
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
三
条
第
三
項
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

勤
勉
手
当
の
額
は
、
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
、
任
命
権
者

が
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
定
め
る
割

合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
任

命
権
者
が
支
給
す
る
勤
勉
手
当
の
額
の
、
そ
の
者
に
所
属

す
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
ご
と
の
総
額
は
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
超
え
て
は
な
ら
な

い
。 

一 

前
項
の
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員 

当

該
職
員
の
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準
日

現
在
（
退
職
し
、
若
し
く
は
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た

職
員
に
あ
つ
て
は
、
退
職
し
、
若
し
く
は
失
職
し
、
又

は
死
亡
し
た
日
現
在
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い

て
受
け
る
べ
き
扶
養
手
当
の
月
額
及
び
こ
れ
に
対
す
る

地
域
手
当
の
月
額
の
合
計
額
を
加
算
し
た
額
に
百
分
の

七
十
五
（
特
定
幹
部
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
九
十

五
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額 

３ 

（
略
） 

      

二 

前
項
の
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員 

当
該
再
任
用
職

員
の
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
、
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に

お
い
て
は
百
分
の
三
十
五
（
特
定
幹
部
職
員
に
あ
つ
て

は
、
百
分
の
四
十
五
）
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お

い
て
は
百
分
の
四
十
（
特
定
幹
部
職
員
に
あ
つ
て
は
、

百
分
の
五
十
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額 

     ５ 

（
略
） 

６ 

前
二
条
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勤
勉
手
当

の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

二
条
の
二
中
「
前
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
条
第

一
項
」
と
、
同
条
第
一
号
中
「
基
準
日
か
ら
」
と
あ
る
の

は
「
基
準
日
（
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
日
を
い

う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
」 

現 
 
 

行 
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と
、
「
支
給
日
」
と
あ
る
の
は
「
支
給
日
（
同
項
に
規
定

す
る
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
日
を
い
う
。
以
下
こ
の

条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。 

 

（
削
除
） 

改 

正 
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と
、
「
支
給
日
」
と
あ
る
の
は
「
支
給
日
（
同
項
に
規
定

す
る
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
日
を
い
う
。
以
下
こ
の

条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。 

  

 

（
期
末
特
別
手
当
） 

第
四
条 

期
末
特
別
手
当
は
、
六
月
一
日
及
び
十
二
月
一
日

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
日
を
「
基
準
日
」
と

い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
在
職
す
る
指
定
職
給
料
表
の
適
用
を

受
け
る
職
員
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準
日
の
属
す
る
月

の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
日
に
支
給
す
る
。
こ
れ
ら

の
基
準
日
前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
地
方
公

務
員
法
第
十
六
条
第
一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
二
十
八
条

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
で

指
定
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
て
い
た
も
の
（
人
事
委
員

会
規
則
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
も
、
同
様
と

す
る
。 

２ 
期
末
特
別
手
当
の
額
は
、
期
末
特
別
手
当
基
礎
額
に
、

六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
六
十
、
十

二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
七
十
五
を

乗
じ
て
得
た
額
に
、
基
準
日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に

お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間
の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分

に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当

該
在
職
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
勤
務
成
績
が
良
好
で
な

い
場
合
に
は
、
そ
の
額
か
ら
、
そ
の
者
の
勤
務
成
績
に
応

じ
任
命
権
者
が
人
事
委
員
会
規
則
の
定
め
る
基
準
に
従
つ

て
定
め
る
額
を
減
じ
て
得
た
額
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
基

準
日
前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員

法
第
十
六
条
第
一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
二
十
八
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
で
指
定

職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
て
い
た
も
の
の
う
ち
当
該
退
職

若
し
く
は
失
職
又
は
死
亡
の
際
に
給
与
条
例
第
二
十
九
条

第
二
項
本
文
、
第
三
項
、
第
五
項
又
は
第
六
項
に
規
定
す

る
職
員
で
あ
つ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
規
定
に
よ

り
算
出
し
た
額
に
当
該
各
項
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得

た
額
と
す
る
。 

一 

六
箇
月 

百
分
の
百 

二 

五
箇
月
以
上
六
箇
月
未
満 

百
分
の
八
十 

三 

三
箇
月
以
上
五
箇
月
未
満 

百
分
の
六
十 

四 

三
箇
月
未
満 

百
分
の
三
十 

３ 

再
任
用
職
員
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
項
中
「
百
分
の
百
六
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の

八
十
五
」
と
、「
百
分
の
百
七
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分

の
九
十
五
」
と
す
る
。 現 

 
 

行 



                                   

（
条
例
の
施
行
） 

第
六
条 

こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事

委
員
会
が
定
め
る
。 

  

改 

正 

案 

 

（
条
例
の
施
行
） 

第
五
条 

こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事

委
員
会
が
定
め
る
。 

４ 

第
二
項
の
任
命
権
者
が
人
事
委
員
会
規
則
の
定
め
る
基

準
に
従
つ
て
定
め
る
額
は
、
期
末
特
別
手
当
の
支
給
を
受

け
る
職
員
が
同
項
に
規
定
す
る
在
職
期
間
に
お
い
て
地
方

公
務
員
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
懲
戒
処
分

を
受
け
た
場
合
を
除
き
、
次
項
に
規
定
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の

月
額
の
合
計
額
に
百
分
の
二
十
を
乗
じ
て
得
た
額
に
期
末

特
別
手
当
を
支
給
す
る
月
に
応
ず
る
第
二
項
に
規
定
す
る

割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
に
そ
の
者
の
同
項
に
規
定
す
る
在

職
期
間
に
応
ず
る
同
項
の
表
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得

た
額
を
超
え
る
も
の
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。 

５ 

第
二
項
の
期
末
特
別
手
当
基
礎
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の

基
準
日
現
在
（
退
職
し
、
若
し
く
は
失
職
し
、
又
は
死
亡

し
た
職
員
に
あ
つ
て
は
、
退
職
し
、
若
し
く
は
失
職
し
、

又
は
死
亡
し
た
日
現
在
）
に
お
い
て
職
員
が
受
け
る
べ
き

給
料
月
額
及
び
こ
れ
に
対
す
る
地
域
手
当
の
月
額
の
合
計

額
に
、
当
該
合
計
額
に
百
分
の
二
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
人

事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
以
外
の
職
員
に
あ
つ
て

は
、
そ
の
額
に
給
料
月
額
に
百
分
の
二
十
五
を
乗
じ
て
得

た
額
を
加
算
し
た
額
）
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。 

６ 

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
給
料
月
額
」
と
あ
る
の
は
、「
給

料
月
額
を
算
出
率
で
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。 

７ 

第
二
項
に
規
定
す
る
在
職
期
間
の
算
定
に
関
し
必
要
な

事
項
は
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。 

８ 

第
二
条
の
二
及
び
第
二
条
の
三
の
規
定
は
、
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
期
末
特
別
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
条
の
二
中
「
前
条
第
一

項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
一
号

中
「
基
準
日
か
ら
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
日
（
第
四
条
第

一
項
に
規
定
す
る
基
準
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
」
と
、
「
支
給
日
」
と
あ
る
の

は
「
支
給
日
（
同
項
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
規
則
で
定

め
る
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

現 
 
 

行 



○ 

職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特
別
手
当
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
大
阪
府
条
例
第
六
号
）
新
旧

対
照
表
【
第
三
条
】 

  

職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
特
例
に 

関
す
る
条
例 

 

（
職
員
の
期
末
手
当
の
特
例
） 

第
一
条 

職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
条
例 

 
 

 
 

 
 

 

（
昭
和
三
十
九
年
大
阪
府
条
例
第
四
十

五
号
。
以
下
「
期
末
勤
勉
手
当
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
七
年
六
月
一
日
か
ら
平

成
二
十
二
年
十
二
月
一
日
ま
で
の
間
（
以
下
「
特
例
期
間
」

と
い
う
。
）
に
お
け
る
基
準
日
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る

基
準
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
三
条
に
お
い
て
「
基

準
日
」
と
い
う
。
）
に
係
る
職
員
（
第
三
条
に
規
定
す
る
第

一
号
任
期
付
研
究
員
、
第
二
号
任
期
付
研
究
員
及
び
特
定

任
期
付
職
員
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）
の

期
末
手
当
の
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
日
に
係
る
期
末
勤

勉
手
当
条
例
第
二
条
に
定
め
る
期
末
手
当
の
額
か
ら
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
そ
の
額
の
当
該

各
号
に
定
め
る
割
合
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
に
一
円
未

満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
）

を
減
じ
た
額
と
す
る
。 

一 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
年
大
阪
府

条
例
第
三
十
五
号
）
第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す

る
指
定
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
以
下
「
指

定
職
給
料
表
適
用
職
員
」
と
い
う
。
） 

百
分
の
十 

二 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

管
理
職
手
当
を
支
給
さ
れ
る
職
員
（
以
下
「
管
理
職
手

当
受
給
者
」
と
い
う
。
） 

百
分
の
六 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員 

百
分
の
四 

 

（
職
員
の
勤
勉
手
当
の
特
例
） 

第
二
条 

期
末
勤
勉
手
当
条
例
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
特
例
期
間
に
お
け
る
基
準
日
（
同
条
第
一
項

に
規
定
す
る
基
準
日
を
い
う
。
）
に
係
る
職
員
の
勤
勉
手
当

の
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
当
該
基
準
日
に
係
る
同
条
第
二
項

に
定
め
る
勤
勉
手
当
の
額
か
ら
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職

員
の
区
分
に
応
じ
、
そ
の
額
の
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合

に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た

と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
）
を
減
じ
た
額
と
す
る
。 

一 

指
定
職
給
料
表
適
用
職
員 

百
分
の
十 

二 

管
理
職
手
当
受
給
者 

百
分
の
六 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員 

百
分
の
四 

 

改 

正 

案 

 

職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特
別 

手
当
の
特
例
に
関
す
る
条
例 

 

（
職
員
の
期
末
手
当
の
特
例
） 

第
一
条 

職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特
別
手

当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
大
阪
府
条
例
第
四
十

五
号
。
以
下
「
期
末
勤
勉
手
当
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
七
年
六
月
一
日
か
ら
平

成
二
十
二
年
十
二
月
一
日
ま
で
の
間
（
以
下
「
特
例
期
間
」

と
い
う
。
）
に
お
け
る
基
準
日
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る

基
準
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
四
条
に
お
い
て
「
基

準
日
」
と
い
う
。
）
に
係
る
職
員
（
第
四
条
に
規
定
す
る
第

一
号
任
期
付
研
究
員
、
第
二
号
任
期
付
研
究
員
及
び
特
定

任
期
付
職
員
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）
の

期
末
手
当
の
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
日
に
係
る
期
末
勤

勉
手
当
条
例
第
二
条
に
定
め
る
期
末
手
当
の
額
か
ら
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
そ
の
額
の
当
該

各
号
に
定
め
る
割
合
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
に
一
円
未

満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
）

を
減
じ
た
額
と
す
る
。 

（
新
設
） 

   

一 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
年
大
阪
府

条
例
第
三
十
五
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

管
理
職
手
当
を
支
給
さ
れ
る
職
員
（
以
下
「
管
理
職
手

当
受
給
者
」
と
い
う
。
） 

百
分
の
六 

二 

前
号 

に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員 

百
分
の
四 

 

（
職
員
の
勤
勉
手
当
の
特
例
） 

第
二
条 

期
末
勤
勉
手
当
条
例
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
特
例
期
間
に
お
け
る
基
準
日
（
同
条
第
一
項

に
規
定
す
る
基
準
日
を
い
う
。
）
に
係
る
職
員
の
勤
勉
手
当

の
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
当
該
基
準
日
に
係
る
同
条
第
二
項

に
定
め
る
勤
勉
手
当
の
額
か
ら
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職

員
の
区
分
に
応
じ
、
そ
の
額
の
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合

に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た

と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
）
を
減
じ
た
額
と
す
る
。

（
新
設
） 

一 

管
理
職
手
当
受
給
者 

百
分
の
六 

 

二 

前
号 

に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員 

百
分
の
四 

現 
 
 

行 



    

○ 

特
別
職
の
秘
書
の
職
の
指
定
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
六
年
大
阪
府
条
例
第
四
号
）
新
旧
対
照
表
【
第
四
条
】 

  （
削
除
） 

        

（
任
期
付
研
究
員
等
の
期
末
手
当
の
特
例
） 

第
三
条 

（
略
） 

   

改 

正 

案 

（
手
当
） 

２ 

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
行

政
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
例
に
よ
り
そ
の
給

料
の
額
が
定
め
ら
れ
た
秘
書
に
は
、
扶
養
手
当
及
び
住
居

手
当 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
四
条 

秘
書
に
は
、
給
料
の
ほ
か
、
地
域
手
当
、
通
勤
手

当
、
単
身
赴
任
手
当
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
退
職

手
当
を
支
給
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
支

給
す
る
。 

３ 

秘
書
の
地
域
手
当
、
通
勤
手
当
、
単
身
赴
任
手
当
、
期

末
手
当
、
勤
勉
手
当
、
退
職
手
当
、
扶
養
手
当
及
び
住
居

手
当 

 
 

 
 

 
 

の
額
は
、
府
の
一
般
職
の
職
員
の

例
に
よ
る
。 

改 

正 

案 

 （
職
員
の
期
末
特
別
手
当
の
特
例
） 

第
三
条 

期
末
勤
勉
手
当
条
例
第
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
特
例
期
間
に
お
け
る
基
準
日
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す

る
基
準
日
を
い
う
。
）
に
係
る
職
員
の
期
末
特
別
手
当
の
額

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
当
該
基
準
日
に
係
る
同
条
に
定
め
る
期
末

特
別
手
当
の
額
か
ら
、
そ
の
百
分
の
十
に
相
当
す
る
額
（
そ

の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、こ
れ
を
切
り

捨
て
た
額
）
を
減
じ
た
額
と
す
る
。 

 

（
任
期
付
研
究
員
等
の
期
末
手
当
の
特
例
） 

第
四
条 

（
略
） 

  

現 
 
 

行 

（
手
当
） 

第
四
条 

秘
書
に
は
、
給
料
の
ほ
か
、
地
域
手
当
、
通
勤
手

当
、
単
身
赴
任
手
当 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

及
び
退
職

手
当
を
支
給
す
る
。 

２ 

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
行

政
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
例
に
よ
り
そ
の
給

料
の
額
が
定
め
ら
れ
た
秘
書
に
は 

扶
養
手
当
、
住
居
手

当
、
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
を
、
同
条
の
規
定
に
よ
り

指
定
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
例
に
よ
り
そ
の

給
料
の
額
が
定
め
ら
れ
た
秘
書
に
は
期
末
特
別
手
当
を
支

給
す
る
。 

３ 

秘
書
の
地
域
手
当
、
通
勤
手
当
、
単
身
赴
任
手
当
、
退

職
手
当
、
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手

当
及
び
期
末
特
別
手
当
の
額
は
、
府
の
一
般
職
の
職
員
の

例
に
よ
る
。 

現 
 
 

行 



○ 

知
事
等
の
期
末
手
当
等
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
大
阪
府
条
例
第
七
十
二
号
）
新
旧
対
照
表
【
第
五
条
】 

  ○ 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
年
大
阪
府
条
例
第
三
十
五
号
）
新
旧
対
照
表
【
附
則
第
二
項
】 

 

知
事
等
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
特
例 

に
関
す
る
条
例 

 

（
秘
書
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
特
例
） 

第
四
条 

特
別
職
の
秘
書
の
職
の
指
定
等
に
関
す
る
条
例

（
平
成
十
六
年
大
阪
府
条
例
第
四
号
）
第
二
条
第
二
項
に

規
定
す
る
秘
書
（
以
下
「
秘
書
」
と
い
う
。
）
の
期
末
手
当

及
び
勤
勉
手
当 

 
 

 
 

 
の
額
は
、
特
例
期
間
に
お

い
て
、
同
条
例
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

同
項
に
定
め
る
額
か
ら
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
秘
書
の
区

分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
額
の
当
該
各
号
に
定
め
る
割

合
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
を
生
じ

た
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
減
じ
た
額
と

す
る
。 

一 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
年
大
阪
府

条
例
第
三
十
五
号
）
第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す

る
指
定
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
例
に
よ
り

そ
の
給
料
の
額
が
定
め
ら
れ
た
秘
書 

百
分
の
十 

二 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第
十
一
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
管
理
職
手
当
を
支
給
さ
れ
る
職
員
の
例
に
よ

り
そ
の
給
料
の
額
が
定
め
ら
れ
た
秘
書 

百
分
の
六 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
秘
書
以
外
の
秘
書 

百
分
の
四 

 

改 

正 

案 

（
教
職
調
整
額
を
給
料
と
み
な
し
て
適
用
す
る
条
例
等
） 

第
二
十
六
条
の
四 

前
条
第
一
項
の
教
職
調
整
額
の
支
給
を

受
け
る
者
に
係
る
第
十
三
条
の
二
、
第
十
三
条
の
四
、
第

十
七
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
、
第
二
十
九
条
及
び
附
則
第

十
八
項
の
規
定
並
び
に
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当

に
関
す
る
条
例 

 
 

 
 

 
 

（
昭
和
三
十
九
年
大
阪

府
条
例
第
四
十
五
号
）
、
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例

（
昭
和
四
十
年
大
阪
府
条
例
第
四
号
）
、
外
国
の
地
方
公
共

団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る

条
例
（
昭
和
六
十
三
年
大
阪
府
条
例
第
一
号
）
及
び
公
益

的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十

三
年
大
阪
府
条
例
第
七
十
一
号
）
の
規
定
並
び
に
こ
れ
ら

に
基
づ
く
人
事
委
員
会
規
則
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
前
条
第
一
項
の
教
職
調
整
額
は
、
給
料
と
み
な
す
。 

改 

正 

案 

知
事
等
の
期
末
手
当
等
の
特
例
に
関
す
る
条 

 
 

例 

 （
秘
書
の
期
末
手
当
等
の
特
例
） 

 
 
 
 
 

第
四
条 

特
別
職
の
秘
書
の
職
の
指
定
等
に
関
す
る
条
例

（
平
成
十
六
年
大
阪
府
条
例
第
四
号
）
第
二
条
第
二
項
に

規
定
す
る
秘
書
（
以
下
「
秘
書
」
と
い
う
。）
の
期
末
手
当
、

勤
勉
手
当
及
び
期
末
特
別
手
当
の
額
は
、
特
例
期
間
に
お

い
て
、
同
条
例
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

同
項
に
定
め
る
額
か
ら
、
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
あ

っ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
百
分
の
六
（
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
（
昭
和
四
十
年
大
阪
府
条
例
第
三
十
五
号
）
第
十

一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
管
理
職
手
当
を
支
給
さ
れ
る

職
員
の
例
に
よ
り
そ
の
給
料
の
額
が
定
め
ら
れ
た
秘
書
以

外
の
秘
書
に
あ
っ
て
は
、
百
分
の
四
）
、
期
末
特
別
手
当
に

あ
っ
て
は
そ
の
百
分
の
十
に
相
当
す
る
額
を
減
じ
た
額
と

す
る
。 

  

現 
 
 

行 

（
教
職
調
整
額
を
給
料
と
み
な
し
て
適
用
す
る
条
例
等
） 

第
二
十
六
条
の
四 

前
条
第
一
項
の
教
職
調
整
額
の
支
給
を

受
け
る
者
に
係
る
第
十
三
条
の
二
、
第
十
三
条
の
四
、
第

十
七
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
、
第
二
十
九
条
及
び
附
則
第

十
八
項
の
規
定
並
び
に
職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及

び
期
末
特
別
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
大
阪

府
条
例
第
四
十
五
号
）
、
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例

（
昭
和
四
十
年
大
阪
府
条
例
第
四
号
）
、
外
国
の
地
方
公
共

団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る

条
例
（
昭
和
六
十
三
年
大
阪
府
条
例
第
一
号
）
及
び
公
益

的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十

三
年
大
阪
府
条
例
第
七
十
一
号
）
の
規
定
並
び
に
こ
れ
ら

に
基
づ
く
人
事
委
員
会
規
則
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
前
条
第
一
項
の
教
職
調
整
額
は
、
給
料
と
み
な
す
。 

現 
 
 

行 



○ 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
八
年
大
阪
府
条
例
第
九
号
）
新
旧
対
照
表
【
附
則
第

三
項
】 

 

12 

前
三
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
に

関
す
る
給
与
条
例
第
八
条
第
二
項
、
第
十
九
条
の
二
第
二

項
、
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
十
八
条
の
二
第

一
項
、
期
末
勤
勉
手
当
条
例
第
二
条
第
五
項
（
期
末
勤
勉

手
当
条
例
第
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
） 

 
 
 
 
 
 
 

 

13 

附
則
第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
給

料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
に
関
す
る
一
般
職
の
任
期
付
研
究

 

附 
則 

並
び
に
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
第
十
八
条

第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
給
与
条
例
第
八
条

第
二
項
中
「
給
料
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
給
料
月
額
と
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
平
成
十
八
年
大
阪
府
条
例
第
九
号
。
以
下
「
平
成
十
八

年
改
正
条
例
」
と
い
う
。
）
附
則
第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま

で
の
規
定
に
よ
る
給
料
の
額
と
の
合
計
額
」
と
、
給
与
条

例
第
十
九
条
の
二
第
二
項
、
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
及

び
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
給
料
月
額
」
と
あ
る
の

は
「
給
料
月
額
と
平
成
十
八
年
改
正
条
例
附
則
第
九
項
か

ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
給
料
の
額
と
の
合
計

額
」
と
、
期
末
勤
勉
手
当
条
例
第
二
条
第
五
項
中
「
給
料

月
額
」
と
あ
る
の
は
「
給
料
月
額
と
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
八
年
大
阪

府
条
例
第
九
号
。
以
下
「
平
成
十
八
年
改
正
条
例
」
と
い

う
。
）
附
則
第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
給

料
の
額
と
の
合
計
額
」
と
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

職
員
の

特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
第
十
八
条
第
二
項
中
「
給

料
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
給
料
月
額
と
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
八
年
大

阪
府
条
例
第
九
号
）
附
則
第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の

規
定
に
よ
る
給
料
の
額
と
の
合
計
額
」
と
す
る
。 

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
給
料

月
額
」
と
あ
る
の
は
、「
給
料
月
額
と
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例(

平
成
十
八
年
大
阪

府
条
例
第
九
号)

附
則
第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規

定
に
よ
る
給
料
の
額
と
の
合
計
額
」
と
す
る
。 

 

員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
第
五
条
第
六
項
及
び
一
般
職

の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
第
七
条
第
五
項

改 

正 

案 

 

13 

附
則
第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
給

料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
に
関
す
る
一
般
職
の
任
期
付
研
究

12 

前
三
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
に

関
す
る
給
与
条
例
第
八
条
第
二
項
、
第
十
九
条
の
二
第
二

項
、
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
十
八
条
の
二
第

一
項
、
期
末
勤
勉
手
当
条
例
第
二
条
第
五
項
（
期
末
勤
勉

並
び
に
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
第
十
八
条

第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
給
与
条
例
第
八
条

第
二
項
中
「
給
料
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
給
料
月
額
と
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
平
成
十
八
年
大
阪
府
条
例
第
九
号
。
以
下
「
平
成
十
八

年
改
正
条
例
」
と
い
う
。
）
附
則
第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま

で
の
規
定
に
よ
る
給
料
の
額
と
の
合
計
額
」
と
、
給
与
条

例
第
十
九
条
の
二
第
二
項
、
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
及

び
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
給
料
月
額
」
と
あ
る
の

は
「
給
料
月
額
と
平
成
十
八
年
改
正
条
例
附
則
第
九
項
か

ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
給
料
の
額
と
の
合
計

額
」
と
、
期
末
勤
勉
手
当
条
例
第
二
条
第
五
項
中
「
給
料

月
額
」
と
あ
る
の
は
「
給
料
月
額
と
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
八
年
大
阪

府
条
例
第
九
号
。
以
下
「
平
成
十
八
年
改
正
条
例
」
と
い

う
。
）
附
則
第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
給

附 

則 

手
当
条
例
第
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
第
四
条
第
五
項

料
の
額
と
の
合
計
額
」
と
、
期
末
勤
勉
手
当
条
例
第
四
条

第
五
項
中
「
給
料
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
給
料
月
額
と
平

成
十
八
年
改
正
条
例
附
則
第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の

規
定
に
よ
る
給
料
の
額
と
の
合
計
額
」
と
並
び
に
職
員
の

特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
第
十
八
条
第
二
項
中
「
給

料
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
給
料
月
額
と
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
八
年
大

阪
府
条
例
第
九
号
）
附
則
第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の

規
定
に
よ
る
給
料
の
額
と
の
合
計
額
」
と
す
る
。 

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
給
料

月
額
」
と
あ
る
の
は
、「
給
料
月
額
と
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例(

平
成
十
八
年
大
阪

府
条
例
第
九
号)

附
則
第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規

定
に
よ
る
給
料
の
額
と
の
合
計
額
」
と
す
る
。 

員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
第
五
条
第
五
項
及
び
一
般
職

の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
第
七
条
第
四
項

現 
 
 

行 



 

 

  

（
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
経
過
措
置
）

16 

施
行
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
給
料
表
の
適
用
を
受

け
る
職
員
（
施
行
日
以
降
に
新
た
に
給
料
表
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
と
な
っ
た
職
員
で
、
任
用
の
事
情
等
を
考
慮
し

て
施
行
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
給
料
表
の
適
用
を
受
け

る
職
員
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
と
し

て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
を
含
む
。
）
の
う
ち
、

施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前

の
期
末
勤
勉
手
当
条
例
（
以
下
「
旧
期
末
勤
勉
手
当
条
例
」

と
い
う
。
）
第
二
条
第
五
項
（
旧
期
末
勤
勉
手
当
条
例
第
三

条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の

適
用
を
受
け
て
い
た
職
員
（
施
行
日
以
降
に
新
た
に
再
任

 

用
職
員
と
な
っ
た
者
を
除
く
。
）
に
対
す
る
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
一

年
大
阪
府
条
例
第 

 
 

号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
後
の
期
末
勤
勉
手
当
条
例
（
以
下
「
新
期
末
勤
勉
手
当 

 

条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
五
項
（
新
期
末
勤
勉
手
当
条

例
第
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
三
級
以
上
で
あ
る

職
員
の
う
ち
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
」
と
あ
る

の
は
、「
二
級
以
上
で
あ
る
職
員
の
う
ち
人
事
委
員
会
規
則

で
定
め
る
職
員
」
と
す
る
。 

改 

正 

案 

 

（
期
末
手
当
等
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

 
 
 
 

16 

施
行
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
給
料
表
の
適
用
を
受

け
る
職
員
（
施
行
日
以
降
に
新
た
に
給
料
表
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
と
な
っ
た
職
員
で
、
任
用
の
事
情
等
を
考
慮
し

て
施
行
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
給
料
表
の
適
用
を
受
け

る
職
員
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
と
し

て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
を
含
む
。
）
の
う
ち
、

施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前

の
期
末
勤
勉
手
当
条
例
（
以
下
「
旧
期
末
勤
勉
手
当
条
例
」

と
い
う
。
）
第
二
条
第
五
項
（
旧
期
末
勤
勉
手
当
条
例
第
三

条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の

適
用
を
受
け
て
い
た
職
員
（
施
行
日
以
降
に
新
た
に
再
任

 

用
職
員
と
な
っ
た
者
を
除
く
。
）
に
対
す
る
第
五
条 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

の
規
定
に
よ
る
改

正
後
の
期
末
勤
勉
手
当
条
例
（
以
下
「
新
期
末
勤
勉
手
当

条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
五
項
（
新
期
末
勤
勉
手
当
条

例
第
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
三
級
以
上
で
あ
る

職
員
の
う
ち
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
」
と
あ
る

の
は
、「
二
級
以
上
で
あ
る
職
員
の
う
ち
人
事
委
員
会
規
則

で
定
め
る
職
員
」
と
す
る
。 

現 
 
 

行 



○ 

職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特
別
手
当
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
大
阪
府
条
例
第
六
号
）
新
旧

対
照
表
【
附
則
第
四
項
】 

   

（
職
員
の
勤
勉
手
当
の
特
例
） 

（
職
員
の
期
末
手
当
の
特
例
） 

 

職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
特
例
に 

関
す
る
条
例 

第
一
条 

職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
条
例 

 
 

 
 

 
 

 

（
昭
和
三
十
九
年
大
阪
府
条
例
第
四
十

五
号
。
以
下
「
期
末
勤
勉
手
当
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
七
年
六
月
一
日
か
ら
平

成
二
十
二
年
十
二
月
一
日
ま
で
の
間
（
以
下
「
特
例
期
間
」

と
い
う
。
）
に
お
け
る
基
準
日
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る

基
準
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
三
条
に
お
い
て
「
基

準
日
」
と
い
う
。
）
に
係
る
職
員
（
第
三
条
に
規
定
す
る
第

一
号
任
期
付
研
究
員
、
第
二
号
任
期
付
研
究
員
及
び
特
定

任
期
付
職
員
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）
の

期
末
手
当
の
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
日
に
係
る
期
末
勤

勉
手
当
条
例
第
二
条
に
定
め
る
期
末
手
当
の
額
か
ら
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
そ
の
額
の
当
該

各
号
に
定
め
る
割
合
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
に
一
円
未

満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
）

を
減
じ
た
額
と
す
る
。 

一 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
年
大
阪
府

条
例
第
三
十
五
号
）
第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す

る
指
定
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
以
下
「
指

定
職
給
料
表
適
用
職
員
」
と
い
う
。
） 

百
分
の
十 

二 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

管
理
職
手
当
を
支
給
さ
れ
る
職
員
（
以
下
「
管
理
職
手

当
受
給
者
」
と
い
う
。
） 

百
分
の
六 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員 

百
分
の
四 

第
二
条 

期
末
勤
勉
手
当
条
例
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
特
例
期
間
に
お
け
る
基
準
日
（
同
条
第
一
項

に
規
定
す
る
基
準
日
を
い
う
。
）
に
係
る
職
員
の
勤
勉
手
当

の
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
当
該
基
準
日
に
係
る
同
条
第
二
項

に
定
め
る
勤
勉
手
当
の
額
か
ら
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職

員
の
区
分
に
応
じ
、
そ
の
額
の
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合

に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た

と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
）
を
減
じ
た
額
と
す
る
。 

一 

指
定
職
給
料
表
適
用
職
員 

百
分
の
十 

二三 

前
二
号

 

管
理
職
手
当
受
給
者 

百
分
の
六 

に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員 

百
分
の
四 

改 

正 
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（
職
員
の
勤
勉
手
当
の
特
例
） 

職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特
別 

手
当
の
特
例
に
関
す
る
条
例 

（
職
員
の
期
末
手
当
の
特
例
） 

第
一
条 

職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特
別
手

当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
大
阪
府
条
例
第
四
十

五
号
。
以
下
「
期
末
勤
勉
手
当
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
七
年
六
月
一
日
か
ら
平

成
二
十
二
年
十
二
月
一
日
ま
で
の
間
（
以
下
「
特
例
期
間
」

と
い
う
。
）
に
お
け
る
基
準
日
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る

基
準
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
四
条
に
お
い
て
「
基

準
日
」
と
い
う
。
）
に
係
る
職
員
（
第
四
条
に
規
定
す
る
第

一
号
任
期
付
研
究
員
、
第
二
号
任
期
付
研
究
員
及
び
特
定

任
期
付
職
員
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）
の

期
末
手
当
の
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
日
に
係
る
期
末
勤

勉
手
当
条
例
第
二
条
に
定
め
る
期
末
手
当
の
額
か
ら
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
そ
の
額
の
当
該

各
号
に
定
め
る
割
合
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
に
一
円
未

満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
）

を
減
じ
た
額
と
す
る
。 

（
新
設
） 

一 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
年
大
阪
府

条
例
第
三
十
五
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

管
理
職
手
当
を
支
給
さ
れ
る
職
員
（
以
下
「
管
理
職
手

当
受
給
者
」
と
い
う
。
） 

百
分
の
六 

二 

前
号 

に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員 

百
分
の
四 

第
二
条 

期
末
勤
勉
手
当
条
例
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
特
例
期
間
に
お
け
る
基
準
日
（
同
条
第
一
項
に

規
定
す
る
基
準
日
を
い
う
。）
に
係
る
職
員
の
勤
勉
手
当
の

額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
当
該
基
準
日
に
係
る
同
条
第
二
項
に
定

め
る
勤
勉
手
当
の
額
か
ら
、次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区

分
に
応
じ
、
そ
の
額
の
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
に
相
当
す

る
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、
こ

れ
を
切
り
捨
て
た
額
）
を
減
じ
た
額
と
す
る
。 

（
新
設
） 

一二 

管
理
職
手
当
受
給
者 

百
分
の
六 

 

前
号 

に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員 

百
分
の
四 

現 
 
 

行 



○
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
大
阪
府
条
例
第
七
十
号
）
新
旧
対
照
表
【
附
則
第
五
項
】 

 

○
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
四
年
大
阪
府
条
例
第
八
十
六
号
）
新
旧
対
照
表
【
附
則
第
六
項
】 

 （
給
与
条
例
等
の
適
用
除
外
等
） 

第
六
条 
給
与
条
例
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
、
第
八
条
、

第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
三
条
の
五
及
び
附

則
第
十
一
項
の
規
定
並
び
に
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉

手
当
に
関
す
る
条
例 

 
 

 
 

 
 

（
昭
和
三
十
九
年

大
阪
府
条
例
第
四
十
五
号
）
第
五
条
の
規
定
は
、
第
一
号

任
期
付
研
究
員
及
び
第
二
号
任
期
付
研
究
員
に
は
、
適
用

し
な
い
。 

２ 

（
略
） 

３ 

第
一
号
任
期
付
研
究
員
及
び
第
二
号
任
期
付
研
究
員
に

対
す
る
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
条
例 

 
 

 
 

 
 

 

第
二
条
第
二
項
及
び
第
五
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
四
十
、
」

と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
六
十
、
」
と
、「
百
分
の
百
六
十
」

と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
八
十
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
同

項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
規
定
す
る
給
料
表
」
と
あ

る
の
は
「
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
並
び
に
一
般
職

の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三

年
大
阪
府
条
例
第
七
十
号
）
第
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項

に
規
定
す
る
給
料
表
」
と
す
る
。 

改 

正 

案 

４ 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

第
八
条 

給
与
条
例
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
、
第
八
条
、

第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
三
条
の
五
、
第
十

八
条
か
ら
第
十
九
条
の
二
ま
で
、
第
二
十
四
条
の
三
及
び

（
給
与
条
例
等
の
適
用
除
外
等
） 

第
六
条 

給
与
条
例
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
、
第
八
条
、

第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
三
条
の
五
及
び
附

則
第
十
一
項
の
規
定
並
び
に
職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手

当
及
び
期
末
特
別
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年

大
阪
府
条
例
第
四
十
五
号
）
第
三
条
の
規
定
は
、
第
一
号

任
期
付
研
究
員
及
び
第
二
号
任
期
付
研
究
員
に
は
、
適
用

し
な
い
。 

２ 

（
略
） 

３ 

第
一
号
任
期
付
研
究
員
及
び
第
二
号
任
期
付
研
究
員
に

対
す
る
職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特
別
手

当
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
及
び
第
五
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
四
十
、
」

と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
六
十
、
」
と
、「
百
分
の
百
六
十
」

と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
八
十
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
同

項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
規
定
す
る
給
料
表
」
と
あ

る
の
は
「
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
並
び
に
一
般
職

の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三

年
大
阪
府
条
例
第
七
十
号
）
第
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項

に
規
定
す
る
給
料
表
」
と
す
る
。 

現 
 
 

行 
附
則
第
十
一
項
の
規
定
並
び
に
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤

勉
手
当
に
関
す
る
条
例 

 
 

 
 

 
 

（
昭
和
三
十
九

年
大
阪
府
条
例
第
四
十
五
号
）
第
五
条
の
規
定
は
、
特
定

任
期
付
職
員
に
は
、
適
用
し
な
い
。 

３ 

特
定
任
期
付
職
員
に
対
す
る
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤

勉
手
当
に
関
す
る
条
例 

 
 

 
 

 
 

第
二
条
第
二
項

及
び
第
五
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項

中
「
百
分
の
百
四
十
、
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
六
十
、
」

と
、
「
百
分
の
百
六
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
八
十
」

と
、
同
条
第
五
項
中
「
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に

規
定
す
る
給
料
表
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
第
二
号
か
ら
第

五
号
ま
で
及
び
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す

る
条
例
（
平
成
十
四
年
大
阪
府
条
例
第
八
十
六
号
）
第
四

条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
料
表
」
と
す
る
。 

改 

正 

案 

４ 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

第
八
条 

給
与
条
例
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
、
第
八
条
、

第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
三
条
の
五
、
第
十

八
条
か
ら
第
十
九
条
の
二
ま
で
、
第
二
十
四
条
の
三
及
び

附
則
第
十
一
項
の
規
定
並
び
に
職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉

手
当
及
び
期
末
特
別
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九

年
大
阪
府
条
例
第
四
十
五
号
）
第
三
条
の
規
定
は
、
特
定

任
期
付
職
員
に
は
、
適
用
し
な
い
。 

３ 

特
定
任
期
付
職
員
に
対
す
る
職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉

手
当
及
び
期
末
特
別
手
当
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項

及
び
第
五
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項

中
「
百
分
の
百
四
十
、
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
六
十
、
」

と
、
「
百
分
の
百
六
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
八
十
」

と
、
同
条
第
五
項
中
「
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に

規
定
す
る
給
料
表
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
第
二
号
か
ら
第

五
号
ま
で
及
び
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す

る
条
例
（
平
成
十
四
年
大
阪
府
条
例
第
八
十
六
号
）
第
四

条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
料
表
」
と
す
る
。 

現 
 
 

行 



○ 

外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
六
十
三
年
大
阪
府
条
例
第
一
号
）

新
旧
対
照
表
【
附
則
第
七
項
】 

（
一
般
の
派
遣
職
員
の
給
与
） 

２
・
３ 

（
略
） 

第
四
条 

派
遣
職
員
の
う
ち
、
企
業
職
員
（
地
方
公
営
企
業

等
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第

二
百
八
十
九
号
）
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
地
方
公
営

企
業
に
勤
務
す
る
一
般
職
の
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

で
あ
る
派
遣
職
員
、
単
純
労
務
職
員
（
地
方
公
務
員
法
第

五
十
七
条
に
規
定
す
る
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員

で
あ
っ
て
、
企
業
職
員
以
外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

で
あ
る
派
遣
職
員
及
び
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
の
職
員

（
単
純
労
務
職
員
を
除
く
。）
で
あ
る
派
遣
職
員
以
外
の
も

の
（
以
下
「
一
般
の
派
遣
職
員
」
と
い
う
。
）
に
は
、
そ
の

派
遣
の
期
間
中
、
給
料
、
扶
養
手
当
、
地
域
手
当
、
住
居

 

手
当
及
び
期
末
手
当 

 
 

 
 

 
 

の
そ
れ
ぞ
れ
百
分

の
七
十
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
一
般
の
派
遣
職
員
の
派

遣
先
の
勤
務
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
報
酬
の
額
が
低
い
と

認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
給
料
、
扶
養
手
当
、
地
域
手
当
、
住
居
手
当

及
び
期
末
手
当 

 
 

 
 

 

の
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
七
十

を
超
え
百
分
の
百
以
内
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

改 

正 

案 

（
一
般
の
派
遣
職
員
の
給
与
） 

２
・
３ 

（
略
） 

第
四
条 

派
遣
職
員
の
う
ち
、
企
業
職
員
（
地
方
公
営
企
業

等
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第

二
百
八
十
九
号
）
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
地
方
公
営

企
業
に
勤
務
す
る
一
般
職
の
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

で
あ
る
派
遣
職
員
、
単
純
労
務
職
員
（
地
方
公
務
員
法
第

五
十
七
条
に
規
定
す
る
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員

で
あ
っ
て
、
企
業
職
員
以
外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

で
あ
る
派
遣
職
員
及
び
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
の
職
員

（
単
純
労
務
職
員
を
除
く
。）
で
あ
る
派
遣
職
員
以
外
の
も

の
（
以
下
「
一
般
の
派
遣
職
員
」
と
い
う
。
）
に
は
、
そ
の

派
遣
の
期
間
中
、
給
料
、
扶
養
手
当
、
地
域
手
当
、
住
居

手
当
、
期
末
手
当
及
び
期
末
特
別
手
当
の
そ
れ
ぞ
れ
百
分

の
七
十
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
一
般
の
派
遣
職
員
の
派

遣
先
の
勤
務
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
報
酬
の
額
が
低
い
と

認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
給
料
、
扶
養
手
当
、
地
域
手
当
、
住
居
手
当
、

期
末
手
当
及
び
期
末
特
別
手
当
の
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
七
十

を
超
え
百
分
の
百
以
内
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

現 
 
 

行 



○ 

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
大
阪
府
条
例
第
一
号
）
新
旧
対
照
表
【
附
則
第
八
項
】 

 

 

（
育
児
休
業
を
し
て
い
る
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当

の
支
給
）

（
削
除
）  

第
七
条 

職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
条
例 

 
 

 
 

 
 

 
（
昭
和
三
十
九
年
大
阪
府
条
例
第
四
十

五
号
。
以
下
「
期
末
勤
勉
手
当
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基

準
日
」
と
い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
育
児
休
業
を
し
て
い
る
職

員
（
府
の
職
員
並
び
に
市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
負
担
法

第
一
条
及
び
第
二
条
に
規
定
す
る
職
員
を
い
う
。
第
二
十

三
条
を
除
き
、
以
下
「
職
員
」
と
い
う
。） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
う

ち
、
当
該
基
準
日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
勤

務
し
た
期
間
（
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
こ
れ
に
相
当

す
る
期
間
を
含
む
。
）
が
あ
る
職
員
に
は
、
当
該
基
準
日
に

係
る
期
末
手
当
を
支
給
す
る
。 

２ 

期
末
勤
勉
手
当
条
例
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準

日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
に
そ

れ
ぞ
れ
育
児
休
業
を
し
て
い
る
職
員
の
う
ち
、
当
該
基
準

日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
勤
務
し
た
期
間

（
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
こ
れ
に
相
当
す
る
期
間
を

含
む
。
）
が
あ
る
職
員
に
は
、
当
該
基
準
日
に
係
る
勤
勉
手

当
を
支
給
す
る
。 

改 

正 

案 

（
育
児
休
業
を
し
て
い
る
職
員
の
期
末
手
当
等
の
支
給
） 

 

 
 
 
 
 

第
七
条 

職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特
別
手

当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
大
阪
府
条
例
第
四
十

五
号
。
以
下
「
期
末
手
当
等
条
例 

」
と
い
う
。
）
第
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基

準
日
」
と
い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
育
児
休
業
を
し
て
い
る
職

員
（
府
の
職
員
並
び
に
市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
負
担
法

第
一
条
及
び
第
二
条
に
規
定
す
る
職
員
を
い
う
。
第
十
二

条 

を
除
き
、
以
下
「
職
員
」
と
い
う
。
）
（
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
年
大
阪
府
条
例
第
三
十
五
号
）

第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
指
定
職
給
料
表
（
以

下
「
指
定
職
給
料
表
」
と
い
う
。
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員

を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
う

ち
、
当
該
基
準
日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
勤

務
し
た
期
間
（
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
こ
れ
に
相
当

す
る
期
間
を
含
む
。
）
が
あ
る
職
員
に
は
、
当
該
基
準
日
に

係
る
期
末
手
当
を
支
給
す
る
。 

２ 

期
末
手
当
等
条
例
第
三
条
第
一
項 

３ 

期
末
手
当
等
条
例
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
日

に
規
定
す
る
基
準

日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
に
そ

れ
ぞ
れ
育
児
休
業
を
し
て
い
る
職
員
の
う
ち
、
当
該
基
準

日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
勤
務
し
た
期
間

（
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
こ
れ
に
相
当
す
る
期
間
を

含
む
。
）
が
あ
る
職
員
に
は
、
当
該
基
準
日
に
係
る
勤
勉
手

当
を
支
給
す
る
。 

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
に
そ
れ

ぞ
れ
育
児
休
業
を
し
て
い
る
指
定
職
給
料
表
の
適
用
を
受

け
る
職
員
の
う
ち
、
当
該
基
準
日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期

間
に
お
い
て
勤
務
し
た
期
間
（
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め

る
こ
れ
に
相
当
す
る
期
間
を
含
む
。
）
が
あ
る
職
員
に
は
、

当
該
基
準
日
に
係
る
期
末
特
別
手
当
を
支
給
す
る
。

現 
 
 

行 

 



○ 

公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
大
阪
府
条
例
第
七
十
一
号
）
新
旧
対
照
表
【
附
則
第

九
項
】 

 ○ 

知
事
及
び
副
知
事
の
給
料
、
手
当
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
二
年
大
阪
府
条
例
第
十
八
号
）
新
旧
対
照
表
【
附

則
第
十
項
】 

 （
派
遣
職
員
の
給
与
） 

第
四
条 

派
遣
職
員
（
企
業
職
員
（
地
方
公
営
企
業
等
の
労

働
関
係
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
八

十
九
号
）
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
地
方
公
営
企
業
に

勤
務
す
る
一
般
職
の
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る

派
遣
職
員
及
び
単
純
労
務
職
員
（
地
方
公
務
員
法
第
五
十

七
条
に
規
定
す
る
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
で
あ

っ
て
、
企
業
職
員
以
外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
で

あ
る
派
遣
職
員
を
除
く
。
第
六
条
及
び
第
七
条
に
お
い
て

同
じ
。
）
が
派
遣
先
団
体
に
お
い
て
従
事
す
る
業
務
が
、
府

の
委
託
を
受
け
て
行
う
業
務
、
府
と
共
同
し
て
行
う
業
務

若
し
く
は
府
の
事
務
若
し
く
は
事
業
を
補
完
し
若
し
く
は

支
援
す
る
と
認
め
ら
れ
る
業
務
で
あ
っ
て
そ
の
実
施
に
よ

り
府
の
事
務
若
し
く
は
事
業
の
効
率
的
若
し
く
は
効
果
的

な
実
施
が
図
ら
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
（
以
下
「
府
委

託
等
業
務
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
場
合
又
は
府
委
託
等
業
務

（
こ
れ
と
同
様
の
業
務
で
あ
っ
て
府
以
外
の
地
方
公
共
団

体
に
係
る
も
の
を
含
む
。
）
が
派
遣
先
団
体
の
主
た
る
業
務

で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
職
員
に
は
、
そ
の
職
員

派
遣
の
期
間
中
、
給
料
、
扶
養
手
当
、
地
域
手
当
、
住
居

手
当
及
び
期
末
手
当 

 
 

 
 

 
 

の
そ
れ
ぞ
れ
百
分

の
百
以
内
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

改 

正 

案 

２ 

（
略
） 

第
五
条 

知
事
等
の
期
末
手
当
の
額
は
、
六
月
一
日
又
は
十

二
月
一
日
（
以
下
「
基
準
日
」
と
い
う
。）
現
在
（
基
準
日

前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
退
職
し

た
日
現
在
）
に
お
い
て
知
事
又
は
副
知
事
が
受
け
る
べ
き

給
料
の
月
額
及
び
そ
の
月
額
に
百
分
の
二
十
を
乗
じ
て
得

た
額
の
合
計
額
に
、
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は

百
分
の
二
百
十
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は

百
分
の
二
百
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
基
準
日
以
前
六

箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間
の
区
分

（
派
遣
職
員
の
給
与
） 

第
四
条 

派
遣
職
員
（
企
業
職
員
（
地
方
公
営
企
業
等
の
労

働
関
係
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
八

十
九
号
）
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
地
方
公
営
企
業
に

勤
務
す
る
一
般
職
の
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る

派
遣
職
員
及
び
単
純
労
務
職
員
（
地
方
公
務
員
法
第
五
十

七
条
に
規
定
す
る
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
で
あ

っ
て
、
企
業
職
員
以
外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
で

あ
る
派
遣
職
員
を
除
く
。
第
六
条
及
び
第
七
条
に
お
い
て

同
じ
。
）
が
派
遣
先
団
体
に
お
い
て
従
事
す
る
業
務
が
、
府

の
委
託
を
受
け
て
行
う
業
務
、
府
と
共
同
し
て
行
う
業
務

若
し
く
は
府
の
事
務
若
し
く
は
事
業
を
補
完
し
若
し
く
は

支
援
す
る
と
認
め
ら
れ
る
業
務
で
あ
っ
て
そ
の
実
施
に
よ

り
府
の
事
務
若
し
く
は
事
業
の
効
率
的
若
し
く
は
効
果
的

な
実
施
が
図
ら
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
（
以
下
「
府
委

託
等
業
務
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
場
合
又
は
府
委
託
等
業
務

（
こ
れ
と
同
様
の
業
務
で
あ
っ
て
府
以
外
の
地
方
公
共
団

体
に
係
る
も
の
を
含
む
。
）
が
派
遣
先
団
体
の
主
た
る
業
務

で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
職
員
に
は
、
そ
の
職
員

派
遣
の
期
間
中
、
給
料
、
扶
養
手
当
、
地
域
手
当
、
住
居

手
当
、
期
末
手
当
及
び
期
末
特
別
手
当
の
そ
れ
ぞ
れ
百
分

の
百
以
内
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

現 
 
 

行 

に
応
じ
て
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
条

例 
 

 
 

 
 

 

（
昭
和
三
十
九
年
大
阪
府
条
例
第
四

十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て

得
た
額
と
す
る
。 

改 

正 

案 

２ 

（
略
） 

第
五
条 

知
事
等
の
期
末
手
当
の
額
は
、
六
月
一
日
又
は
十

二
月
一
日
（
以
下
「
基
準
日
」
と
い
う
。）
現
在
（
基
準
日

前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
退
職
し

た
日
現
在
）
に
お
い
て
知
事
又
は
副
知
事
が
受
け
る
べ
き

給
料
の
月
額
及
び
そ
の
月
額
に
百
分
の
二
十
を
乗
じ
て
得

た
額
の
合
計
額
に
、
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は

百
分
の
二
百
十
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は

百
分
の
二
百
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
基
準
日
以
前
六

箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間
の
区
分

に
応
じ
て
職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特
別

手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
大
阪
府
条
例
第
四

十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て

得
た
額
と
す
る
。 

現 
 
 

行 



職員の期末手当及び勤勉手当に関する条例等の改正の概要 

 
総務部人事室企画厚生課 

改正の理由 施行予定期日 

平成 21 年度給与改定に係る本年 10 月 13 日の本府人事委員会の勧告などを踏まえ、期

末勤勉手当の月数の削減等を行うための改正を行う。 

平成 21 年 12 月 1 日施行する。ただし、１(2)、２(2)、３(2)、

４及び６(2)については平成 22 年 4 月 1日から施行する。 

改正の要点 適用区分 

 

条例措置を必要とする理由 
 

地方公務員法第２４条第６項及び地方教育行政の組織及び

運営に関する法律第４２条の規定により、職員及び府費負担教

職員の給与その他の勤務条件は条例で定めることとされてい

るため。 

 

政策アセスメント 

財政課と調整済 

制度間調整の内容 
 

人事委員会規則の改正 

 

その他審査の参考となる資料 

 

１ 職員の期末手当及び勤勉手当に関する条例の一部改正【第１条及び第２条関係】 

(1) 期末勤勉手当の年間支給月数を引き下げる。 

（再任用以外）年間支給月数 4.50 月→4.15 月（▲0.35 月） 

（再任用職員）年間支給月数 2.35 月→2.20 月（▲0.15 月） 

(2) 平成 22 年度以降の期末勤勉手当の 6月期と 12 月期の配分を改める。 

２ 一般職の任期付研究員の採用等に関する条例の一部改正【第３条及び第４条関係】 

(1) 期末手当の年間支給月数を引下げる。（3.4 月→3.1 月 ▲0.3 月） 

(2) 平成 22 年度以降の期末手当の 6月期と 12 月期の配分を改める。 

３ 一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正【第５条及び第６条関係】 

(1) 期末手当の年間支給月数を引下げる。（3.4 月→3.1 月 ▲0.3 月） 

(2) 平成 22 年度以降の期末手当の 6月期と 12 月期の配分を改める。 

４ 職員の給与に関する条例の一部改正【第７条関係】 

義務教育等教員特別手当の限度額を引下げる。（15,900 円→11,700 円） 

５ 職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の一部改正【第８条関係】 

医師の地域手当に関する経過措置を廃止し、H22.4.1 から本則どおり支給する。（14％

→15％） 

６ 知事及び副知事の給料、手当及び旅費に関する条例の一部改正【第９条及び第 10 条

関係】 

(1) 期末手当の年間支給月数を引下げる（4.4 月→4.05 月 ▲0.35 月） 

(2) 平成 22 年度以降の期末手当の 6月期と 12 月期の配分を改める。 
 

 



（
案
） 

大
阪
府
条
例
第 

 
 

号 

職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
条
例
等 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

（
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和

三
十
九
年
大
阪
府
条
例
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。 

第
二
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
六
十
」
を
「
百
分
の
百
四
十

五
」
に
、
「
百
分
の
百
四
十
を
」
を
「
百
分
の
百
二
十
五
を
」
に
、

「
百
分
の
九
十
」
を
「
百
分
の
八
十
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

「
百
分
の
百
四
十
」
を
「
百
分
の
百
四
十
、
」
に
、
「
百
分
の
七

十
五
」
を
「
百
分
の
七
十
五
、
」
に
、
「
百
分
の
百
六
十
」
を

「
百
分
の
百
四
十
五
」
に
、
「
百
分
の
八
十
五
」
を
「
百
分
の
八

十
」
に
、
「
百
分
の
百
二
十
」
を
「
百
分
の
百
二
十
、
」
に
、

「
百
分
の
六
十
五
」
を
「
百
分
の
六
十
五
、
」
と
、
「
百
分
の
百

二
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
七
十
」
に
、
「
百
分
の
九
十
」

を
「
百
分
の
八
十
を
」
に
、
「
百
分
の
五
十
」
を
「
百
分
の
四
十

五
を
」
に
改
め
る
。 

第
五
条
第
二
項
第
一
号
イ
中
「
百
分
の
七
十
五
」
を
「
百
分
の

七
十
」
に
、
「
百
分
の
九
十
五
」
を
「
百
分
の
九
十
」
に
改
め
る
。 

第
二
条 

職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
二
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
四
十
、
」
を
「
百
分
の
百
二
十

五
、
」
に
、
「
百
分
の
百
四
十
五
」
を
「
百
分
の
百
五
十
」
に
、

「
百
分
の
百
二
十
、
」
を
「
百
分
の
百
五
、
」
に
、
「
百
分
の
百

二
十
五
」
を
「
百
分
の
百
三
十
」
に
、
「
百
分
の
七
十
五
」
を

「
百
分
の
六
十
五
」
に
、
「
百
分
の
八
十
を
」
を
「
百
分
の
八
十

五
を
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
百
分
の
百
四
十
、
」
を
「
百

分
の
百
二
十
五
」
に
、
「
百
分
の
七
十
五
、
」
を
「
百
分
の
六
十

五
」
に
、
「
百
分
の
百
四
十
五
」
を
「
百
分
の
百
五
十
」
に
、

「
百
分
の
八
十
」
」
を
「
百
分
の
八
十
五
」
」
に
、
「
百
分
の
百

二
十
、
」
を
「
百
分
の
百
五
、
」
に
、
「
百
分
の
六
十
五
」
を

「
百
分
の
五
十
五
」
に
、
「
百
分
の
百
二
十
五
」
を
「
百
分
の
百

三
十
」
に
、
「
百
分
の
七
十
」
」
を
「
百
分
の
七
十
五
」
」
に
、

「
百
分
の
七
十
五
」
」
を
「
百
分
の
六
十
五
」
」
に
、
「
百
分
の



四
十
」
」
を
「
百
分
の
三
十
五
」
」
に
、
「
百
分
の
八
十
を
」
を

「
百
分
の
八
十
五
」
に
、
「
百
分
の
四
十
五
を
」
を
「
百
分
の
四

十
五
」
に
改
め
る
。 

第
五
条
第
二
項
第
一
号
ロ
中
「
百
分
の
八
十
五
」
を
「
百
分
の

八
十
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
、
六
月
に
支
給
す
る
場
合

に
お
い
て
は
」
及
び
「
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は

百
分
の
四
十
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
五
十
）
」

を
削
り
、
同
号
ロ
中
「
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
」
の
下
に
「
、
六
月

に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
四
十
、
十
二
月
に
支
給
す

る
場
合
に
お
い
て
は
」
を
加
え
る
。 

（
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
） 

第
三
条 

一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平

成
十
三
年
大
阪
府
条
例
第
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。 

第
六
条
第
三
項
中
「
百
分
の
百
六
十
」
」
を
「
百
分
の
百
四
十

五
」
」
に
、
「
百
分
の
百
八
十
」
を
「
百
分
の
百
六
十
」
に
改
め

る
。 

第
四
条 

一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
六
条
第
三
項
中
「
百
分
の
百
四
十
、
」
を
「
百
分
の
百
二
十

五
」
に
、
「
百
分
の
百
六
十
、
」
を
「
百
分
の
百
四
十
五
」
に
、

「
百
分
の
百
四
十
五
」
を
「
百
分
の
百
五
十
」
に
、
「
百
分
の
百

六
十
」
を
「
百
分
の
百
六
十
五
」
に
改
め
る
。 

（
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
五
条 

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

十
四
年
大
阪
府
条
例
第
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。 

第
八
条
第
三
項
中
「
百
分
の
百
六
十
」
」
を
「
百
分
の
百
四
十

五
」
」
に
、
「
百
分
の
百
八
十
」
を
「
百
分
の
百
六
十
」
に
改
め

る
。 

第
六
条 

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
八
条
第
三
項
中
「
百
分
の
百
四
十
、
」
を
「
百
分
の
百
二
十

五
」
に
、
「
百
分
の
百
六
十
、
」
を
「
百
分
の
百
四
十
五
」
に
、

「
百
分
の
百
四
十
五
」
を
「
百
分
の
百
五
十
」
に
、
「
百
分
の
百



六
十
」
を
「
百
分
の
百
六
十
五
」
に
改
め
る
。 

（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
七
条 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
年
大
阪
府
条
例

第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
二
十
四
条
の
三
第
二
項
中
「
一
万
五
千
九
百
円
」
を
「
一
万

千
七
百
円
」
に
改
め
る
。 

（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部

改
正
） 

第
八
条 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
平
成
十
八
年
大
阪
府
条
例
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。 

附
則
第
十
四
項
中
「
新
給
与
条
例
」
を
「
平
成
二
十
二
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
新
給
与
条
例
」
に
改
め
、
「
、
当

分
の
間
」
を
削
る
。 

（
知
事
及
び
副
知
事
の
給
料
、
手
当
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
） 

第
九
条 

知
事
及
び
副
知
事
の
給
料
、
手
当
及
び
旅
費
に
関
す
る
条

例
（
昭
和
二
十
二
年
大
阪
府
条
例
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

第
五
条
中
「
百
分
の
二
百
三
十
」
を
「
百
分
の
二
百
十
」
に
改

め
る
。 

附
則
第
六
項
の
見
出
し
を
削
る
。 

第
十
条 

知
事
及
び
副
知
事
の
給
料
、
手
当
及
び
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
五
条
中
「
百
分
の
二
百
十
、
」
を
「
百
分
の
百
九
十
、
」
に
、

「
百
分
の
二
百
十
を
」
を
「
百
分
の
二
百
十
五
を
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
第
二
条
、
第
四
条
、
第
六
条
、
第
七
条
及
び
第
十
条
の

規
定
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
委
任
） 

２ 

こ
の
条
例
（
第
九
条
及
び
第
十
条
の
規
定
を
除
く
。
）
の
施
行

に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
委
員
会
が
定
め
る
。 

 



職員の期末手当及び勤勉手当に関する条例等の一部を改正する条例（案）要綱 

 

１ 職員の期末手当及び勤勉手当に関する条例の一部改正【第１条及び第２条】 

(1) 平成21年12月期における期末手当及び勤勉手当の支給月数の改正（第２条及び第５条関係） 

本府人事委員会勧告に基づき、平成21年12月期における期末手当及び勤勉手当の支給月数を改める。 

 

◎ 再任用職員以外の職員                                          （単位：月数） 

６月期（一部凍結のうえ支給済み） 

< >内は凍結後の月数 
１２月期 

年間支給月数 

（6月分は凍結後の月数による） 
 

期末 勤勉 合計 期末 勤勉 合計 期末 勤勉 合計 

一般職員 1.4 <1.3> 

(▲0.10) 

0.75 <0.7>

(▲0.05) 

2.15 <2.0>

(▲0.15) 

1.6 →1.45

(▲0.15) 

0.75→0.7

(▲0.05) 

2.35→2.15

(▲0.20) 

3.0 →2.75

(▲0.25) 

1.5 →1.4

(▲0.10) 

4.5 →4.15 

(▲0.35) 

特定管理職員 1.2 <1.1> 

(▲0.10) 

0.95 <0.9>

(▲0.05) 

2.15 <2.0>

(▲0.15) 

1.4 →1.25

(▲0.15) 

0.95→0.9

(▲0.05) 

2.35→2.15

(▲0.20) 

2.6 →2.35

(▲0.25) 

1.9 →1.8

(▲0.10) 

4.5 →4.15 

(▲0.35) 

指定職 

（適用者なし）

0.75 0.85 1.6 0.9 →0.8

(▲0.10) 

0.85 1.75→1.65

(▲0.10) 

1.65→1.55

(▲0.10) 

1.7 3.35→3.25 

(▲0.10) 

 

◎ 再任用職員                                               （単位：月数） 

６月期（一部凍結のうえ支給済み） 

< >内は凍結後の月数 
１２月期 

年間支給月数 

（6月分は凍結後の月数による） 

 

期末 勤勉 合計 期末 勤勉 合計 期末 勤勉 合計 

一般職員 0.75 <0.7> 

(▲0.05) 

0.35 <0.3>

(▲0.05) 

1.10 <1.0>

(▲0.10) 

0.85→0.80

(▲0.05) 

0.40 1.25→1.20

(▲0.05) 

1.6 →1.50

(▲0.10) 

0.75→0.70

(▲0.05) 

2.35→2.20 

(▲0.15) 

特定管理職員 0.65 <0.6> 

(▲0.05) 

0.45 <0.4>

(▲0.05) 

1.10 <1.0>

(▲0.10) 

0.75→0.70

(▲0.05) 

0.50 

 

1.25→1.20

(▲0.05) 

1.4 →1.30

(▲0.10) 

0.95→0.90

(▲0.05) 

2.35→2.20 

(▲0.15) 

指定職 

（適用者なし）

0.40 0.45 0.85 0.5 →0.45

(▲0.05) 

0.45 0.95→0.90

(▲0.05) 

0.90→0.85

(▲0.05) 

0.9 1.8 →1.75 

(▲0.05) 

 



 

(2) 平成22年6月期以降における期末手当及び勤勉手当の支給月数の改正（第２条及び第５条関係） 

本府人事委員会勧告に基づき、平成22年６月期以降における期末手当及び勤勉手当の支給月数を改める。 

 

◎ 再任用職員以外の職員                                          （単位：月数） 

６月期 

（改正前の月数は本則による月数） 
１２月期 改正後の年間支給月数 

 

期末 勤勉 合計 期末 勤勉 合計 期末 勤勉 合計 

一般職員 1.4 →1.25 

(▲0.15) 

0.75→0.7

(▲0.05) 

2.15→1.95

(▲0.20) 

1.45→1.5

(＋0.05) 

0.7 

 

2.15→2.2

(＋0.05) 

2.75 1.4 4.15 

特定管理職員 1.2 →1.05 

(▲0.15) 

0.95→0.9

(▲0.05) 

2.15→1.95

(▲0.20) 

1.25→1.3

(＋0.05) 

0.9 

 

2.15→2.2

(＋0.05) 

2.35 1.8 4.15 

指定職 

（適用者なし）

0.75→0.65 

(▲0.1) 

0.85→0.8

(▲0.05) 

1.6 →1.45

(▲0.15) 

0.8→0.85

(＋0.05) 

0.85→0.8

(▲0.05) 

1.65 

 

1.5 1.6 3.1 

 

◎ 再任用職員                                               （単位：月数） 

６月期 

（改正前の月数は本則による月数） 
１２月期 改正後の年間支給月数 

 

期末 勤勉 合計 期末 勤勉 合計 期末 勤勉 合計 

一般職員 0.75→0.65 

(▲0.1) 

0.35 

 

1.1→1.0 

(▲0.1) 

0.80→0.85

(＋0.05) 

0.40→0.35

(▲0.05) 

1.20 

 

1.50 

 

0.70 

 

2.20 

 

特定管理職員 0.65→0.55 

(▲0.1) 

0.45 

 

1.1→1.0 

(▲0.1) 

0.70→0.75

(＋0.05) 

0.50→0.45

(▲0.05) 

1.20 

 

1.30 

 

0.90 

 

2.20 

 

指定職 

（適用者なし）

0.40→0.35 

(▲0.05) 

0.45→0.4

(▲0.05) 

0.85→0.75

(▲0.1) 

0.45 

 

0.45 0.90 0.80 

 

0.85 

 

1.65 

 

 



 

２ 一般職の任期付研究員の採用等に関する条例の一部改正【第３条及び第４条】 

 

(1) 期末手当の支給月数の改正（第６条第３項関係） 

本府人事委員会勧告に基づき、平成21年12月期における期末手当の支給月数を改める。 

 

 ６月期（一部凍結のうえ支給済み）

< >内は凍結後の月数 
１２月期 

年間支給月数 

（6月分は凍結後の月数による） 

任期付研究員 
１．６ ＜１．５＞ 

（▲０．１） 

１．８ → １．６ 

（▲０．２） 

３．４ → ３．１ 

（▲０．３） 

 

(2) 期末手当の支給月数の改正（第６条第３項関係） 

本府人事委員会勧告に基づき、平成22年６月期以降における期末手当の支給月数を改める。 

 

 ６月期 

（改正前の月数は本則による月数）
１２月期 改正後の年間支給月数 

任期付研究員 
１．６ → １．４５ 

（▲０．１５） 

１．６ → １．６５ 

（＋０．０５） 
３．１ 

 

３ 一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正【第５条及び第６条】 

(1) 期末手当の支給月数の改正（第８条第３項関係） 

本府人事委員会勧告に基づき、平成21年12月期における期末手当の支給月数を改める。 

 

 ６月期（一部凍結のうえ支給済み）

< >内は凍結後の月数 
１２月期 

年間支給月数 

（6月分は凍結後の月数による） 

特定任期付職員 
１．６ ＜１．５＞ 

（▲０．１） 

１．８ → １．６ 

（▲０．２） 

３．４ → ３．１ 

（▲０．３） 

 



(2) 期末手当の支給月数の改正（第８条第３項関係） 

本府人事委員会勧告に基づき、平成22年６月期以降における期末手当の支給月数を改める。 

 

 ６月期 

（改正前の月数は本則による月数）
１２月期 改正後の年間支給月数 

特定任期付職員 
１．６ → １．４５ 

（▲０．１５） 

１．６ → １．６５ 

（＋０．０５） 
３．１ 

 

４ 職員の給与に関する条例の一部改正【第７条】 

義務教育等教員特別手当の額の改正（第24条の３関係） 

義務教育諸学校（小学校、中学校又は特別支援学校小学部・中学部）に勤務するすべての教育職員に対して支給される義務教育等教

員特別手当（教員の人材確保のために設けられた制度）の上限額について、国庫負担金の算定基準の改正（算定率が給料の 3.0％から

2.2％に引き下げられる。）に準じて、15,900 円から 11,700 円に改正する。 

 

５ 職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の一部改正【第８条】 

医療職給料表(一)の適用を受ける職員の地域手当に関する経過措置の廃止（附則第14項関係） 

医療職給料表(一)の適用を受ける職員に対する地域手当の支給割合については、給与構造改革の際に、給与条例の本則を10％から

15％に引き上げたが、経過措置として平成18年度以降、毎年度１％ずつ段階的に引上げてきたところである（平成18年度は11％、平成

19年度は12％、平成20年度は13％、平成21年度は14％）。 

給与構造改革が完成する平成22年度から本則どおり国に準じて15％とするため、当該経過措置を平成22年３月31日までとする。 

 

６ 知事及び副知事の給料、手当及び旅費に関する条例の一部改正【第９条及び第10条】 

(1) 期末手当の支給月数の改正（第５条関係） 

職員の取扱いに準じ、平成21年12月期における期末手当の支給月数を改める。 

 

 ６月期（一部凍結のうえ支給済み）

< >内は凍結後の月数 
１２月期 

年間支給月数 

（6月分は凍結後の月数による） 

知事、副知事 
２．１ ＜１．９５＞ 

（▲０．１５） 

２．３ → ２．１ 

（▲０．２） 

４．４ → ４．０５ 

（▲０．３５） 



 

(2) 期末手当の支給月数の改正（第８条第３項関係） 

職員の取扱いに準じ、平成22年６月期以降における期末手当の支給月数を改める。 

 

 ６月期 

（改正前の月数は本則による月数）
１２月期 改正後の年間支給月数 

知事、副知事 
２．１ → １．９ 

（▲０．２） 

２．１ → ２．１５ 

（＋０．０５） 
４．０５ 

 

７ 施行期日【附則第１項】 

(1) (2)を除く改正 平成21年12月1日 

（平成21年12月期の期末手当及び勤勉手当の支給割合を改正するにあたり、これらの手当の基準日である同日までに施行する必要

があるため） 

(2) １(2)、２(2)、３(2)、４及び６(2)の改正 平成22年4月1日 

（平成22年度以降の義務教育等教員特別手当の限度額並びに期末手当及び勤勉手当の支給割合に関する改正のため。） 

 

 



 

※ 
任
期
付
研
究
員
に
対
す
る
期
末
手
当 

○ 

改
正
前
の
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
大
阪
府
条
例
第
四
十
五
号
）
第
二
条
第
二

項
読
替
対
照
表
（
任
期
付
研
究
員
条
例
第
六
条
第
三
項
関
係
） 

（
期
末
手
当
） 

第
二
条 

（
略
） 

２ 

期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、
六
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
六
十
、
十
二
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
八
十
を
乗
じ
て
得
た

額
（
給
与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
行
政

職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
七

級
以
上
で
あ
る
も
の
並
び
に
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま

で
に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職

務
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の
度
等
が
こ
れ
に
相
当
す
る

も
の
（
こ
れ
ら
の
職
員
の
う
ち
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定

め
る
職
員
を
除
く
。
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
「
特
定
管

理
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場
合

に
お
い
て
は
百
分
の
百
二
十
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合

に
お
い
て
は
百
分
の
百
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額
、
給
与
条

例
第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
指
定
職
給
料
表
の

適
用
を
受
け
る
職
員
（
以
下
「
指
定
職
給
料
表
適
用
職
員
」

と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て

は
百
分
の
七
十
五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て

は
百
分
の
九
十
を
乗
じ
て
得
た
額
）
に
、
基
準
日
以
前
六

箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間
の
次
の

各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合

を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
基
準
日
前
一
箇
月

以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
第

一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
の
う
ち
当
該
退
職
若
し

く
は
失
職
又
は
死
亡
の
際
に
給
与
条
例
第
二
十
九
条
第
二

項
本
文
、
第
三
項
、
第
五
項
又
は
第
六
項
に
規
定
す
る
職

員
で
あ
つ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
規
定
に
よ
り
算

出
し
た
額
に
当
該
各
項
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

と
す
る
。 

 

読
替
後
（
任
期
付
研
究
員
） 

（
期
末
手
当
） 

第
二
条 

（
略
） 

２ 

期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、
六
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
四
十
、
十
二
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
六
十
を
乗
じ
て
得
た

額
（
給
与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
行
政

職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
七

級
以
上
で
あ
る
も
の
並
び
に
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま

で
に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職

務
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の
度
等
が
こ
れ
に
相
当
す
る

も
の
（
こ
れ
ら
の
職
員
の
う
ち
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定

め
る
職
員
を
除
く
。
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
「
特
定
管

理
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場
合

に
お
い
て
は
百
分
の
百
二
十
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合

に
お
い
て
は
百
分
の
百
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額
、
給
与
条

例
第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
指
定
職
給
料
表
の

適
用
を
受
け
る
職
員
（
以
下
「
指
定
職
給
料
表
適
用
職
員
」

と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て

は
百
分
の
七
十
五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て

は
百
分
の
九
十
を
乗
じ
て
得
た
額
）
に
、
基
準
日
以
前
六

箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間
の
次
の

各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合

を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
基
準
日
前
一
箇
月

以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
第

一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
の
う
ち
当
該
退
職
若
し

く
は
失
職
又
は
死
亡
の
際
に
給
与
条
例
第
二
十
九
条
第
二

項
本
文
、
第
三
項
、
第
五
項
又
は
第
六
項
に
規
定
す
る
職

員
で
あ
つ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
規
定
に
よ
り
算

出
し
た
額
に
当
該
各
項
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

と
す
る
。 

 

読
替
前
（
一
般
職
員
） 



○ 

改
正
後
（
平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日
施
行
）
の
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
読
替

対
照
表
（
任
期
付
研
究
員
条
例
第
六
条
第
三
項
関
係
） 

 
（
期
末
手
当
） 

第
二
条 

（
略
） 

２ 

期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、
六
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
六
十
、
十
二
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
六
十
を
乗
じ
て
得
た

額
（
給
与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
行
政

職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
七

級
以
上
で
あ
る
も
の
並
び
に
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま

で
に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職

務
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の
度
等
が
こ
れ
に
相
当
す
る

も
の
（
こ
れ
ら
の
職
員
の
う
ち
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定

め
る
職
員
を
除
く
。
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
「
特
定
管

理
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場
合

に
お
い
て
は
百
分
の
百
二
十
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合

に
お
い
て
は
百
分
の
百
二
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
、
給
与

条
例
第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
指
定
職
給
料
表

の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
以
下
「
指
定
職
給
料
表
適
用
職

員
」
と
い
う
。）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お

い
て
は
百
分
の
七
十
五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お

い
て
は
百
分
の
八
十
を 

乗
じ
て
得
た
額
）
に
、
基
準
日

以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間

の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め

る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
基
準
日
前

一
箇
月
以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
十

六
条
第
一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
り
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
の
う
ち
当
該
退

職
若
し
く
は
失
職
又
は
死
亡
の
際
に
給
与
条
例
第
二
十
九

条
第
二
項
本
文
、
第
三
項
、
第
五
項
又
は
第
六
項
に
規
定

す
る
職
員
で
あ
つ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
規
定
に

よ
り
算
出
し
た
額
に
当
該
各
項
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て

得
た
額
と
す
る
。 

 

読
替
後
（
任
期
付
研
究
員
） 

※ 
任
期
付
研
究
員
に
対
す
る
期
末
手
当 

 

（
期
末
手
当
） 

第
二
条 

（
略
） 

２ 

期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、
六
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
四
十
、
十
二
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
四
十
五
を
乗
じ
て
得

た
額
（
給
与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
行

政
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が

七
級
以
上
で
あ
る
も
の
並
び
に
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号

ま
で
に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の

職
務
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の
度
等
が
こ
れ
に
相
当
す

る
も
の
（
こ
れ
ら
の
職
員
の
う
ち
、
人
事
委
員
会
規
則
で

定
め
る
職
員
を
除
く
。
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
「
特
定

管
理
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場

合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
二
十
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場

合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
二
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
、
給

与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
指
定
職
給
料

表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
以
下
「
指
定
職
給
料
表
適
用

職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に

お
い
て
は
百
分
の
七
十
五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に

お
い
て
は
百
分
の
八
十
を 

乗
じ
て
得
た
額
）
に
、
基
準

日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期

間
の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定

め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
基
準
日

前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第

十
六
条
第
一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
り
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
の
う
ち
当
該

退
職
若
し
く
は
失
職
又
は
死
亡
の
際
に
給
与
条
例
第
二
十

九
条
第
二
項
本
文
、
第
三
項
、
第
五
項
又
は
第
六
項
に
規

定
す
る
職
員
で
あ
つ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
規
定

に
よ
り
算
出
し
た
額
に
当
該
各
項
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ

て
得
た
額
と
す
る
。 

 

読
替
前
（
一
般
職
員
） 



 

※ 
任
期
付
研
究
員
に
対
す
る
期
末
手
当 

○ 

改
正
後
（
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
施
行
）
の
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
読
替
対

照
表
（
任
期
付
研
究
員
条
例
第
六
条
第
三
項
関
係
） 

（
期
末
手
当
） 

第
二
条 

（
略
） 

２ 

期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、
六
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
四
十
五
、
十
二
月
に

支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
六
十
五
を
乗
じ
て

得
た
額
（
給
与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る

行
政
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級

が
七
級
以
上
で
あ
る
も
の
並
び
に
同
項
第
二
号
か
ら
第
五

号
ま
で
に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ

の
職
務
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の
度
等
が
こ
れ
に
相
当

す
る
も
の
（
こ
れ
ら
の
職
員
の
う
ち
、
人
事
委
員
会
規
則

で
定
め
る
職
員
を
除
く
。
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
「
特

定
管
理
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る

場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
五
、 

十
二
月
に
支
給
す
る

場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
、
給

与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
指
定
職
給
料

表
（
以
下
「
指
定
職
給
料
表
」
と
い
う
。）
の
適
用
を
受
け

る
職
員
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は

百
分
の
六
十
五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は

百
分
の
八
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
）
に
、
基
準
日
以
前
六

箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間
の
次
の

各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合

を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
基
準
日
前
一
箇
月

以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
第

一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
の
う
ち
当
該
退
職
若
し

く
は
失
職
又
は
死
亡
の
際
に
給
与
条
例
第
二
十
九
条
第
二

項
本
文
、
第
三
項
、
第
五
項
又
は
第
六
項
に
規
定
す
る
職

員
で
あ
つ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
規
定
に
よ
り
算

出
し
た
額
に
当
該
各
項
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

と
す
る
。 

 

読
替
後
（
任
期
付
研
究
員
） 

  

（
期
末
手
当
） 

第
二
条 

（
略
） 

２ 

期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、
六
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
二
十
五
、
十
二
月
に

支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
五
十
を
乗
じ
て
得

た
額
（
給
与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
行

政
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が

七
級
以
上
で
あ
る
も
の
並
び
に
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号

ま
で
に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の

職
務
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の
度
等
が
こ
れ
に
相
当
す

る
も
の
（
こ
れ
ら
の
職
員
の
う
ち
、
人
事
委
員
会
規
則
で

定
め
る
職
員
を
除
く
。
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
「
特
定

管
理
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場

合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
五
、 

十
二
月
に
支
給
す
る
場

合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
、
給
与

条
例
第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
指
定
職
給
料
表

（
以
下
「
指
定
職
給
料
表
」
と
い
う
。
）
の
適
用
を
受
け
る

職
員
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百

分
の
六
十
五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百

分
の
八
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
）
に
、
基
準
日
以
前
六
箇

月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間
の
次
の
各

号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を

乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
基
準
日
前
一
箇
月
以

内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
第
一

号
に
該
当
し
て
同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
の
う
ち
当
該
退
職
若
し
く

は
失
職
又
は
死
亡
の
際
に
給
与
条
例
第
二
十
九
条
第
二
項

本
文
、
第
三
項
、
第
五
項
又
は
第
六
項
に
規
定
す
る
職
員

で
あ
つ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
規
定
に
よ
り
算
出

し
た
額
に
当
該
各
項
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と

す
る
。 

 

読
替
前
（
一
般
職
員
） 



 ○ 
改
正
前
の
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
大
阪
府
条
例
第
四
十
五
号
）
第
二
条
第
二

項
読
替
対
照
表
（
同
条
第
三
項
関
係
） 

（
期
末
手
当
） 

第
二
条 

（
略
） 

２ 

期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、
六
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
七
十
五
、
十
二
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
八
十
五
を
乗
じ
て
得
た

額
（
給
与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
行
政

職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
七

級
以
上
で
あ
る
も
の
並
び
に
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま

で
に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職

務
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の
度
等
が
こ
れ
に
相
当
す
る

も
の
（
こ
れ
ら
の
職
員
の
う
ち
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定

め
る
職
員
を
除
く
。
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
「
特
定
管

理
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場
合

に
お
い
て
は
百
分
の
六
十
五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合

に
お
い
て
は
百
分
の
七
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
、
給
与
条

例
第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
指
定
職
給
料
表
の

適
用
を
受
け
る
職
員
（
以
下
「
指
定
職
給
料
表
適
用
職
員
」

と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て

は
百
分
の
四
十
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は

百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
得
た
額
）
に
、
基
準
日
以
前
六
箇

月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間
の
次
の
各

号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を

乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
基
準
日
前
一
箇
月
以

内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
第
一

号
に
該
当
し
て
同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
の
う
ち
当
該
退
職
若
し
く

は
失
職
又
は
死
亡
の
際
に
給
与
条
例
第
二
十
九
条
第
二
項

本
文
、
第
三
項
、
第
五
項
又
は
第
六
項
に
規
定
す
る
職
員

で
あ
つ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
規
定
に
よ
り
算
出

し
た
額
に
当
該
各
項
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と

す
る
。 

 

読
替
後
（
再
任
用
職
員
） 

※ 
再
任
用
職
員
に
対
す
る
期
末
手
当 

（
期
末
手
当
） 

２ 

期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、
六
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
四
十
、
十
二
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
六
十
を
乗
じ
て
得
た

額
（
給
与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
行
政

職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
七

級
以
上
で
あ
る
も
の
並
び
に
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま

で
に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職

務
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の
度
等
が
こ
れ
に
相
当
す
る

も
の
（
こ
れ
ら
の
職
員
の
う
ち
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定

め
る
職
員
を
除
く
。
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
「
特
定
管

理
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場
合

に
お
い
て
は
百
分
の
百
二
十
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合

に
お
い
て
は
百
分
の
百
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額
、
給
与
条

例
第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
指
定
職
給
料
表
の

適
用
を
受
け
る
職
員
（
以
下
「
指
定
職
給
料
表
適
用
職
員
」

と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て

は
百
分
の
七
十
五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て

は
百
分
の
九
十
を
乗
じ
て
得
た
額
）
に
、
基
準
日
以
前
六

箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間
の
次
の

各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合

を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
基
準
日
前
一
箇
月

以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
第

一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
の
う
ち
当
該
退
職
若
し

く
は
失
職
又
は
死
亡
の
際
に
給
与
条
例
第
二
十
九
条
第
二

項
本
文
、
第
三
項
、
第
五
項
又
は
第
六
項
に
規
定
す
る
職

員
で
あ
つ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
規
定
に
よ
り
算

出
し
た
額
に
当
該
各
項
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

と
す
る
。 

第
二
条 

（
略
） 

 

読
替
前
（
定
年
前
職
員
） 



 

※ 
再
任
用
職
員
に
対
す
る
期
末
手
当 

 
○ 
改
正
後
（
平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日
施
行
）
の
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
読
替

対
照
表
（
同
条
第
三
項
関
係
） 

（
期
末
手
当
） 

第
二
条 

（
略
） 

２ 

期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、
六
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
七
十
五
、
十
二
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
八
十 

 

を
乗
じ
て
得

た
額
（
給
与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
行

政
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が

七
級
以
上
で
あ
る
も
の
並
び
に
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号

ま
で
に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の

職
務
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の
度
等
が
こ
れ
に
相
当
す

る
も
の
（
こ
れ
ら
の
職
員
の
う
ち
、
人
事
委
員
会
規
則
で

定
め
る
職
員
を
除
く
。
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
「
特
定

管
理
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場

合
に
お
い
て
は
百
分
の
六
十
五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場

合
に
お
い
て
は
百
分
の
七
十 

 

を
乗
じ
て
得
た
額
、
給

与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
指
定
職
給
料

表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
以
下
「
指
定
職
給
料
表
適
用

職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に

お
い
て
は
百
分
の
四
十 

、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に

お
い
て
は
百
分
の
四
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
）
に
、
基
準

日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期

間
の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定

め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
基
準
日

前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第

十
六
条
第
一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
り
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
の
う
ち
当
該

退
職
若
し
く
は
失
職
又
は
死
亡
の
際
に
給
与
条
例
第
二
十

九
条
第
二
項
本
文
、
第
三
項
、
第
五
項
又
は
第
六
項
に
規

定
す
る
職
員
で
あ
つ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
規
定

に
よ
り
算
出
し
た
額
に
当
該
各
項
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ

て
得
た
額
と
す
る
。 

 

読
替
後
（
再
任
用
職
員
） 

 

 

（
期
末
手
当
） 

２ 

期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、
六
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
四
十
、
十
二
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
四
十
五
を
乗
じ
て
得

た
額
（
給
与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
行

政
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が

七
級
以
上
で
あ
る
も
の
並
び
に
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号

ま
で
に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の

職
務
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の
度
等
が
こ
れ
に
相
当
す

る
も
の
（
こ
れ
ら
の
職
員
の
う
ち
、
人
事
委
員
会
規
則
で

定
め
る
職
員
を
除
く
。
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
「
特
定

管
理
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場

合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
二
十
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場

合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
二
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
、
給

与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
指
定
職
給
料

表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
以
下
「
指
定
職
給
料
表
適
用

職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に

お
い
て
は
百
分
の
七
十
五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に

お
い
て
は
百
分
の
八
十
を 

乗
じ
て
得
た
額
）
に
、
基
準

日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期

間
の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定

め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
基
準
日

前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第

十
六
条
第
一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
り
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
の
う
ち
当
該

退
職
若
し
く
は
失
職
又
は
死
亡
の
際
に
給
与
条
例
第
二
十

九
条
第
二
項
本
文
、
第
三
項
、
第
五
項
又
は
第
六
項
に
規

定
す
る
職
員
で
あ
つ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
規
定

に
よ
り
算
出
し
た
額
に
当
該
各
項
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ

て
得
た
額
と
す
る
。 

第
二
条 

（
略
） 

読
替
前
（
定
年
前
職
員
） 



 

※ 
再
任
用
職
員
に
対
す
る
期
末
手
当 

 
○ 
改
正
後
（
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
施
行
）
の
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
読
替
対

照
表
（
同
条
第
三
項
関
係
） 

 

（
期
末
手
当
） 

２ 

期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、
六
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は

第
二
条 

（
略
） 

  

百
分
の
六
十
五 

、
十
二
月
に

支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
八
十
五
を
乗
じ
て
得

た
額
（
給
与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
行

政
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が

七
級
以
上
で
あ
る
も
の
並
び
に
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号

ま
で
に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の

職
務
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の
度
等
が
こ
れ
に
相
当
す

る
も
の
（
こ
れ
ら
の
職
員
の
う
ち
、
人
事
委
員
会
規
則
で

定
め
る
職
員
を
除
く
。
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
「
特
定

管
理
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場

合
に
お
い
て
は
百
分
の
五
十
五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場

合
に
お
い
て
は
百
分
の
七
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
、
給
与

条
例
第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
指
定
職
給
料
表

（
以
下
「
指
定
職
給
料
表
」
と
い
う
。
）
の
適
用
を
受
け
る

職
員
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百

分
の
三
十
五

分
の
四
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
）
に
、
基
準
日
以
前
六
箇

月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間
の
次
の
各

号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を

乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
基
準
日
前
一
箇
月
以

内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
第
一

号
に
該
当
し
て
同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
の
う
ち
当
該
退
職
若
し
く

は
失
職
又
は
死
亡
の
際
に
給
与
条
例
第
二
十
九
条
第
二
項

本
文
、
第
三
項
、
第
五
項
又
は
第
六
項
に
規
定
す
る
職
員

で
あ
つ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
規
定
に
よ
り
算
出

し
た
額
に
当
該
各
項
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と

す
る
。 

、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は

読
替
後
（
再
任
用
職
員
） 

百

 

（
期
末
手
当
） 

２ 

期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、
六
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は

第
二
条 

（
略
） 

百
分
の
百
二
十
五
、
十
二
月
に

支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
五
十
を
乗
じ
て
得

た
額
（
給
与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
行

政
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が

七
級
以
上
で
あ
る
も
の
並
び
に
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号

ま
で
に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の

職
務
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の
度
等
が
こ
れ
に
相
当
す

る
も
の
（
こ
れ
ら
の
職
員
の
う
ち
、
人
事
委
員
会
規
則
で

定
め
る
職
員
を
除
く
。
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
「
特
定

管
理
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場

合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
五
、 

十
二
月
に
支
給
す
る
場

合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
、
給
与

条
例
第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
指
定
職
給
料
表

（
以
下
「
指
定
職
給
料
表
」
と
い
う
。
）
の
適
用
を
受
け
る

職
員
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百

分
の
六
十
五

分
の
八
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
）
に
、
基
準
日
以
前
六
箇

月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間
の
次
の
各

号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を

乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
基
準
日
前
一
箇
月
以

内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
第
一

号
に
該
当
し
て
同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
の
う
ち
当
該
退
職
若
し
く

は
失
職
又
は
死
亡
の
際
に
給
与
条
例
第
二
十
九
条
第
二
項

本
文
、
第
三
項
、
第
五
項
又
は
第
六
項
に
規
定
す
る
職
員

で
あ
つ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
規
定
に
よ
り
算
出

し
た
額
に
当
該
各
項
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と

す
る
。 

、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は

読
替
前
（
定
年
前
職
員
） 

百



○ 

職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
大
阪
府
条
例
第
四
十
五
号
）
新
旧
対
照
表
【
第
一
条
】

※
平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日
施
行 

（
期
末
手
当
） 

第
二
条 

（
略
） 

２ 

期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、
六
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
四
十
、
十
二
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
四
十
五
を
乗
じ
て
得

た
額
（
給
与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
行

政
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が

七
級
以
上
で
あ
る
も
の
並
び
に
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号

ま
で
に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の

職
務
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の
度
等
が
こ
れ
に
相
当
す

る
も
の
（
こ
れ
ら
の
職
員
の
う
ち
、
人
事
委
員
会
規
則
で

定
め
る
職
員
を
除
く
。
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
「
特
定

管
理
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場

合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
二
十
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場

合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
二
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
、
給

与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
指
定
職
給
料

表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
以
下
「
指
定
職
給
料
表
適
用

職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に

お
い
て
は
百
分
の
七
十
五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に

お
い
て
は
百
分
の
八
十
を
乗
じ
て
得
た
額
）
に
、
基
準
日

以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間

の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め

る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
基
準
日
前

一
箇
月
以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
十

六
条
第
一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
り
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
の
う
ち
当
該
退

職
若
し
く
は
失
職
又
は
死
亡
の
際
に
給
与
条
例
第
二
十
九

条
第
二
項
本
文
、
第
三
項
、
第
五
項
又
は
第
六
項
に
規
定

す
る
職
員
で
あ
つ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
規
定
に

よ
り
算
出
し
た
額
に
当
該
各
項
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て

得
た
額
と
す
る
。 

３ 

地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八

条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
再
任

用
職
員
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
項
中
「
百
分
の
百
四
十
、
」
と
あ
る
の
は
「
百

分
の
七
十
五
、
」
と
、「
百
分
の
百
四
十
五
」
と
あ
る
の
は

「
百
分
の
八
十 
 

」
と
、「
百
分
の
百
二
十
、
」
と
あ
る
の

は
「
百
分
の
六
十
五
、
」
と
、
「
百
分
の
百
二
十
五
」
と
あ

る
の
は
「
百
分
の
七
十
」
と
、「
百
分
の
七
十
五
」
と
あ
る

の
は
「
百
分
の
四
十
」
と
、「
百
分
の
八
十
を
」
と
あ
る
の

は
「
百
分
の
四
十
五
を
」
と
す
る
。 

一 

六
箇
月 

百
分
の
百 

二 

五
箇
月
以
上
六
箇
月
未
満 

百
分
の
八
十 

三 

三
箇
月
以
上
五
箇
月
未
満 

百
分
の
六
十 

四 

三
箇
月
未
満 

百
分
の
三
十 

４ 

（
略
） 

改 

正 

案 

（
期
末
手
当
） 

第
二
条 

（
略
） 

２ 

期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、
六
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
四
十
、
十
二
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
六
十 

を
乗
じ
て
得

た
額
（
給
与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
行

政
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が

七
級
以
上
で
あ
る
も
の
並
び
に
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号

ま
で
に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の

職
務
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の
度
等
が
こ
れ
に
相
当
す

る
も
の
（
こ
れ
ら
の
職
員
の
う
ち
、
人
事
委
員
会
規
則
で

定
め
る
職
員
を
除
く
。
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
「
特
定

管
理
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場

合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
二
十
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場

合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
四
十
を 

乗
じ
て
得
た
額
、
給

与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
指
定
職
給
料

表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
以
下
「
指
定
職
給
料
表
適
用

職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に

お
い
て
は
百
分
の
七
十
五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に

お
い
て
は
百
分
の
九
十
を
乗
じ
て
得
た
額
）
に
、
基
準
日

以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間

の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め

る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
基
準
日
前

一
箇
月
以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
十

六
条
第
一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
り
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
の
う
ち
当
該
退

職
若
し
く
は
失
職
又
は
死
亡
の
際
に
給
与
条
例
第
二
十
九

条
第
二
項
本
文
、
第
三
項
、
第
五
項
又
は
第
六
項
に
規
定

す
る
職
員
で
あ
つ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
規
定
に

よ
り
算
出
し
た
額
に
当
該
各
項
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て

得
た
額
と
す
る
。 

一 

六
箇
月 

百
分
の
百 

四 

三
箇
月
未
満 

百
分
の
三
十 

３ 

地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八

条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
再
任

用
職
員
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
項
中
「
百
分
の
百
四
十 

」
と
あ
る
の
は
「
百

分
の
七
十
五 

」
と
、
「
百
分
の
百
六
十 

 

」
と
あ
る
の
は

「
百
分
の
八
十
五
」
と
、
「
百
分
の
百
二
十 

」
と
あ
る
の

は
「
百
分
の
六
十
五

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
と
、「
百
分
の
七
十
五
」
と
あ
る

の
は
「
百
分
の
四
十
」
と
、「
百
分
の
九
十 

」
と
あ
る
の

は
「
百
分
の
五
十 

 

」
と
す
る
。 

三 

三
箇
月
以
上
五
箇
月
未
満 

百
分
の
六
十 

二 

五
箇
月
以
上
六
箇
月
未
満 

百
分
の
八
十 

４ 

（
略
） 

現 
 
 

行 



（
勤
勉
手
当
） 

第
五
条 
（
略
） 

２ 

勤
勉
手
当
の
額
は
、
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
、
任
命
権
者

が
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
定
め
る
割

合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
任

命
権
者
が
支
給
す
る
勤
勉
手
当
の
額
の
、
そ
の
者
に
所
属

す
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
ご
と
の
総
額
は
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
超
え
て
は
な
ら
な

い
。 

一 

前
項
の
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員 

次

に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め

る
額 

イ 

ロ
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員 

当
該
職
員
の
勤

勉
手
当
基
礎
額
に
当
該
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準

日
現
在
（
退
職
し
、
若
し
く
は
失
職
し
、
又
は
死
亡

し
た
職
員
に
あ
つ
て
は
、
退
職
し
、
若
し
く
は
失
職

し
、
又
は
死
亡
し
た
日
現
在
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
お
い
て
受
け
る
べ
き
扶
養
手
当
の
月
額
及
び
こ
れ

に
対
す
る
地
域
手
当
の
月
額
の
合
計
額
を
加
算
し
た

額
に
百
分
の
七
十 

（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、

百
分
の
九
十 

）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額 

３
～
６ 

（
略
） 

    

二 

前
項
の
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員 

次
に
掲
げ
る
職

員
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額 

イ 

ロ
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員 

当
該
職
員
の
勤

勉
手
当
基
礎
額
に
、
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い

て
は
百
分
の
三
十
五
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、

百
分
の
四
十
五
）
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い

て
は
百
分
の
四
十
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、

百
分
の
五
十
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額 

ロ 

指
定
職
給
料
表
適
用
職
員 

当
該
職
員
の
勤
勉
手

当
基
礎
額
に
百
分
の
四
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総

額 

ロ 

指
定
職
給
料
表
適
用
職
員 

当
該
職
員
の
勤
勉
手

当
基
礎
額
に
百
分
の
八
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総

額 

改 

正 

案 

（
勤
勉
手
当
） 

２ 

勤
勉
手
当
の
額
は
、
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
、
任
命
権
者

が
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
定
め
る
割

合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
任

命
権
者
が
支
給
す
る
勤
勉
手
当
の
額
の
、
そ
の
者
に
所
属

す
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
ご
と
の
総
額
は
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
超
え
て
は
な
ら
な

い
。 

一 

前
項
の
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員 

次

に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め

る
額 

イ 

ロ
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員 

当
該
職
員
の
勤

勉
手
当
基
礎
額
に
当
該
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準

日
現
在
（
退
職
し
、
若
し
く
は
失
職
し
、
又
は
死
亡

し
た
職
員
に
あ
つ
て
は
、
退
職
し
、
若
し
く
は
失
職

し
、
又
は
死
亡
し
た
日
現
在
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
お
い
て
受
け
る
べ
き
扶
養
手
当
の
月
額
及
び
こ
れ

に
対
す
る
地
域
手
当
の
月
額
の
合
計
額
を
加
算
し
た

額
に
百
分
の
七
十
五
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、

百
分
の
九
十
五
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額 

ロ 

指
定
職
給
料
表
適
用
職
員 

当
該
職
員
の
勤
勉
手

当
基
礎
額
に
百
分
の
八
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総

額 

第
五
条 

（
略
） 

３
～
６ 

（
略
） 

二 

前
項
の
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員 

次
に
掲
げ
る
職

員
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額 

イ 

ロ
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員 

当
該
職
員
の
勤

勉
手
当
基
礎
額
に
、
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い

て
は
百
分
の
三
十
五
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、

百
分
の
四
十
五
）
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い

て
は
百
分
の
四
十
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、

百
分
の
五
十
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額 

ロ 

指
定
職
給
料
表
適
用
職
員 

当
該
職
員
の
勤
勉
手

当
基
礎
額
に
百
分
の
四
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総

額 

 

現 
 
 

行 



○ 

職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
大
阪
府
条
例
第
四
十
五
号
）
新
旧
対
照
表
【
第
二
条
】

※
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
施
行 

（
期
末
手
当
） 

４ 

（
略
） 

２ 

期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、
六
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
二
十
五
、
十
二
月
に

支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
五
十 

を
乗
じ
て

得
た
額
（
給
与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る

行
政
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級

が
七
級
以
上
で
あ
る
も
の
並
び
に
同
項
第
二
号
か
ら
第
五

号
ま
で
に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ

の
職
務
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の
度
等
が
こ
れ
に
相
当

す
る
も
の
（
こ
れ
ら
の
職
員
の
う
ち
、
人
事
委
員
会
規
則

で
定
め
る
職
員
を
除
く
。
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
「
特

定
管
理
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る

場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
五
、 

十
二
月
に
支
給
す
る

場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
三
十 

を
乗
じ
て
得
た
額
、

給
与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
指
定
職
給

料
表
（
以
下
「
指
定
職
給
料
表
」
と
い
う
。
）
の
適
用
を
受

け
る
職
員
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て

は
百
分
の
六
十
五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て

は
百
分
の
八
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
）
に
、
基
準
日
以
前

六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間
の
次

の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割

合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
基
準
日
前
一
箇

月
以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条

第
一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
の
う
ち
当
該
退
職
若

し
く
は
失
職
又
は
死
亡
の
際
に
給
与
条
例
第
二
十
九
条
第

二
項
本
文
、
第
三
項
、
第
五
項
又
は
第
六
項
に
規
定
す
る

職
員
で
あ
つ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
規
定
に
よ
り

算
出
し
た
額
に
当
該
各
項
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た

額
と
す
る
。 

一 

六
箇
月 

百
分
の
百 

第
二
条 

（
略
） 

四 

三
箇
月
未
満 

百
分
の
三
十 

３ 

地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八

条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
再
任

用
職
員
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
項
中
「
百
分
の
百
二
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
百

分
の
六
十
五 

」
と
、
「
百
分
の
百
五
十 

」
と
あ
る
の
は

「
百
分
の
八
十
五
」
と
、「
百
分
の
百
五
、 

」
と
あ
る
の

は
「
百
分
の
五
十
五
、
」
と
、
「
百
分
の
百
三
十 

」
と
あ

る
の
は
「
百
分
の
七
十
五
」
と
、「
百
分
の
六
十
五
」
と
あ

る
の
は
「
百
分
の
三
十
五
」
と
、「
百
分
の
八
十
五
」
と
あ

る
の
は
「
百
分
の
四
十
五 

」
と
す
る
。 

三 

三
箇
月
以
上
五
箇
月
未
満 

百
分
の
六
十 

二 

五
箇
月
以
上
六
箇
月
未
満 

百
分
の
八
十 

改 

正 

案 

（
期
末
手
当
） 

３ 

地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八

条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
再
任

用
職
員
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
項
中
「
百
分
の
百
四
十
、
」
と
あ
る
の
は
「
百

分
の
七
十
五
、
」
と
、「
百
分
の
百
四
十
五
」
と
あ
る
の
は

「
百
分
の
八
十
」 

と
、「
百
分
の
百
二
十
、
」
と
あ
る
の

は
「
百
分
の
六
十
五
、
」
と
、
「
百
分
の
百
二
十
五
」
と
あ

る
の
は
「
百
分
の
七
十
」 

と
、「
百
分
の
七
十
五
」
と
あ

る
の
は
「
百
分
の
四
十
」 

と
、「
百
分
の
八
十
を
」
と
あ

る
の
は
「
百
分
の
四
十
五
を
」
と
す
る
。 

４ 

（
略
） 

２ 

期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、
六
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
四
十
、 

十
二
月
に

支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
四
十
五
を
乗
じ
て

得
た
額
（
給
与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る

行
政
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級

が
七
級
以
上
で
あ
る
も
の
並
び
に
同
項
第
二
号
か
ら
第
五

号
ま
で
に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ

の
職
務
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の
度
等
が
こ
れ
に
相
当

す
る
も
の
（
こ
れ
ら
の
職
員
の
う
ち
、
人
事
委
員
会
規
則

で
定
め
る
職
員
を
除
く
。
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
「
特

定
管
理
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る

場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
二
十
、
十
二
月
に
支
給
す
る

場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
二
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
、

給
与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
指
定
職
給

料
表
（
以
下
「
指
定
職
給
料
表
」
と
い
う
。
）
の
適
用
を
受

け
る
職
員
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て

は
百
分
の
七
十
五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て

は
百
分
の
八
十
を 

乗
じ
て
得
た
額
）
に
、
基
準
日
以
前

六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間
の
次

の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割

合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
基
準
日
前
一
箇

月
以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条

第
一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
の
う
ち
当
該
退
職
若

し
く
は
失
職
又
は
死
亡
の
際
に
給
与
条
例
第
二
十
九
条
第

二
項
本
文
、
第
三
項
、
第
五
項
又
は
第
六
項
に
規
定
す
る

職
員
で
あ
つ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
規
定
に
よ
り

算
出
し
た
額
に
当
該
各
項
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た

額
と
す
る
。 

第
二
条 

（
略
） 

一 

六
箇
月 

百
分
の
百 

二 

五
箇
月
以
上
六
箇
月
未
満 

百
分
の
八
十 

三 

三
箇
月
以
上
五
箇
月
未
満 

百
分
の
六
十 

四 

三
箇
月
未
満 

百
分
の
三
十 

現 

行 

【
平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日
時
点
】 



 
（
勤
勉
手
当
） 

第
五
条 
（
略
） 

２ 

勤
勉
手
当
の
額
は
、
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
、
任
命
権
者

が
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
定
め
る
割

合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
任

命
権
者
が
支
給
す
る
勤
勉
手
当
の
額
の
、
そ
の
者
に
所
属

す
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
ご
と
の
総
額
は
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
超
え
て
は
な
ら
な

い
。 ロ 

指
定
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員 

当
該
職

員
の
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
、
六
月
に
支
給
す
る
場
合

に
お
い
て
は
百
分
の
四
十
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場

合
に
お
い
て
は
百
分
の
四
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
の

総
額 

３
～
６ 

（
略
） 

ロ 

指
定
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員 

当
該
職

員
の
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
百
分
の
八
十 

を
乗
じ
て

得
た
額
の
総
額 

二 

前
項
の
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員 

次
に
掲
げ
る
職

員
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額 

一 

前
項
の
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員 

次

に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め

る
額 

イ 

ロ
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員 

当
該
職
員
の
勤

勉
手
当
基
礎
額
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ 

ロ
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員 

当
該
職
員
の
勤

勉
手
当
基
礎
額
に
当
該
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準

日
現
在
（
退
職
し
、
若
し
く
は
失
職
し
、
又
は
死
亡

し
た
職
員
に
あ
つ
て
は
、
退
職
し
、
若
し
く
は
失
職

し
、
又
は
死
亡
し
た
日
現
在
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
お
い
て
受
け
る
べ
き
扶
養
手
当
の
月
額
及
び
こ
れ

に
対
す
る
地
域
手
当
の
月
額
の
合
計
額
を
加
算
し
た

額
に
百
分
の
七
十
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、

百
分
の
九
十
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額 

 
 
 
 
 
 

を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

百
分
の
三
十
五
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、

百
分
の
四
十
五
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

改 

正 

案 

（
勤
勉
手
当
） 

第
五
条 

（
略
） 

２ 

勤
勉
手
当
の
額
は
、
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
、
任
命
権
者

が
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
定
め
る
割

合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
任

命
権
者
が
支
給
す
る
勤
勉
手
当
の
額
の
、
そ
の
者
に
所
属

す
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
ご
と
の
総
額
は
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
超
え
て
は
な
ら
な

い
。 

３
～
６ 

（
略
） 

二 

前
項
の
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員 

次
に
掲
げ
る
職

員
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額 

一 

前
項
の
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員 

次

に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め

る
額 

ロ 

指
定
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員 

当
該
職

員
の
勤
勉
手
当
基
礎
額
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ 

ロ
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員 

当
該
職
員
の
勤

勉
手
当
基
礎
額
に
当
該
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準

日
現
在
（
退
職
し
、
若
し
く
は
失
職
し
、
又
は
死
亡

し
た
職
員
に
あ
つ
て
は
、
退
職
し
、
若
し
く
は
失
職

し
、
又
は
死
亡
し
た
日
現
在
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
お
い
て
受
け
る
べ
き
扶
養
手
当
の
月
額
及
び
こ
れ

に
対
す
る
地
域
手
当
の
月
額
の
合
計
額
を
加
算
し
た

額
に
百
分
の
七
十
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、

百
分
の
九
十
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額 

ロ 

指
定
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員 

当
該
職

員
の
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
百
分
の
八
十
五
を
乗
じ
て

得
た
額
の
総
額 

イ 

ロ
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員 

当
該
職
員
の
勤

勉
手
当
基
礎
額
に
、
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い

て
は
百
分
の
三
十
五
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、

百
分
の
四
十
五
）
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お

い
て
は
百
分
の
四
十
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、

百
分
の
五
十
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額 

 
 

 
 

 
 

百
分
の
四
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
の

総
額 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

現 

行 

【
平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日
時
点
】 



○ 

一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
大
阪
府
条
例
第
七
十
号
）
新
旧
対
照
表
【
第
三
条
】

※
平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日
施
行 

  

○ 

一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
大
阪
府
条
例
第
七
十
号
）
新
旧
対
照
表
【
第
四
条
】

※
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
施
行 

   

 

（
給
与
条
例
等
の
適
用
除
外
等
） 

第
六
条 

（
略
） 

２
（
略
） 

３ 

第
一
号
任
期
付
研
究
員
及
び
第
二
号
任
期
付
研
究
員
に

対
す
る
職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特
別
手

当
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
及
び
第
五
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
四
十
、
」

と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
六
十
、
」
と
、
「
百
分
の
百
四
十

五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
六
十
」
と
、
同
条
第
五
項

中
「
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
規
定
す
る
給
料
表
」

と
あ
る
の
は
「
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
並
び
に
一

般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

十
三
年
大
阪
府
条
例
第
七
十
号
）
第
五
条
第
一
項
及
び
第

二
項
に
規
定
す
る
給
料
表
」
と
す
る
。 

 

改 

正 

案 

 

 

（
給
与
条
例
等
の
適
用
除
外
等
） 

２
（
略
） 

３ 

第
一
号
任
期
付
研
究
員
及
び
第
二
号
任
期
付
研
究
員
に

対
す
る
職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特
別
手

当
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
及
び
第
五
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
二
十
五
」

と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
四
十
五
」
と
、「
百
分
の
百
五
十 

 

第
六
条 

（
略
） 

 

」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
六
十
五
」
と
、
同
条
第
五

項
中
「
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
規
定
す
る
給
料

表
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
並
び

に
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例

（
平
成
十
三
年
大
阪
府
条
例
第
七
十
号
）
第
五
条
第
一
項

及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
給
料
表
」
と
す
る
。 

改 

正 

案 

（
給
与
条
例
等
の
適
用
除
外
等
） 

第
六
条 

（
略
） 

２
（
略
） 

３ 

第
一
号
任
期
付
研
究
員
及
び
第
二
号
任
期
付
研
究
員
に

対
す
る
職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特
別
手

当
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
及
び
第
五
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
四
十
、
」

と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
六
十
、
」
と
、「
百
分
の
百
六
十

 

」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
八
十
」
と
、
同
条
第
五
項

中
「
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
規
定
す
る
給
料
表
」

と
あ
る
の
は
「
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
並
び
に
一

般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

十
三
年
大
阪
府
条
例
第
七
十
号
）
第
五
条
第
一
項
及
び
第

二
項
に
規
定
す
る
給
料
表
」
と
す
る
。 

  

現 
 
 

行 

 

（
給
与
条
例
等
の
適
用
除
外
等
） 

第
六
条 

（
略
） 

２
（
略
） 

３ 

第
一
号
任
期
付
研
究
員
及
び
第
二
号
任
期
付
研
究
員
に

対
す
る
職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特
別
手

当
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
及
び
第
五
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
四
十
、
」

と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
六
十
、
」
と
、「
百
分
の
百
四
十

五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
六
十 

」
と
、
同
条
第
五

項
中
「
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
規
定
す
る
給
料

表
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
並
び

に
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例

（
平
成
十
三
年
大
阪
府
条
例
第
七
十
号
）
第
五
条
第
一
項

及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
給
料
表
」
と
す
る
。 

現 

行 

【
平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日
時
点
】 



○ 

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
四
年
大
阪
府
条
例
第
八
十
六
号
）
新
旧
対
照
表
【
第
五
条
】

※
平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日
施
行 

  

○ 

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
四
年
大
阪
府
条
例
第
八
十
六
号
）
新
旧
対
照
表
【
第
六
条
】

※
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
施
行 

   

 

第
八
条 

（
略
） 

２
（
略
） 

３ 

特
定
任
期
付
職
員
に
対
す
る
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤

勉
手
当
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
及
び
第
五
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
四

十
、
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
六
十
、
」
と
、「
百
分
の
百

四
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
六
十
」
と
、
同
条
第

五
項
中
「
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
規
定
す
る
給

料
表
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
及

び
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平

成
十
四
年
大
阪
府
条
例
第
八
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
に

規
定
す
る
給
料
表
」
と
す
る
。 

４ 

（
略
） 

  

改 

正 

案 

  

２
（
略
） 

３ 

特
定
任
期
付
職
員
に
対
す
る
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤

勉
手
当
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
及
び
第
五
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
二

十
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
四
十
五
」
と
、「
百
分
の

百
五
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
六
十
五
」
と
、
同
条

第
五
項
中
「
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
規
定
す
る

給
料
表
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で

及
び
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例

（
平
成
十
四
年
大
阪
府
条
例
第
八
十
六
号
）
第
四
条
第
一

項
に
規
定
す
る
給
料
表
」
と
す
る
。 

４ 

（
略
） 

第
八
条 

（
略
） 

改 

正 

案 

 

第
八
条 

（
略
） 

２
（
略
） 

３ 

特
定
任
期
付
職
員
に
対
す
る
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤

勉
手
当
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
及
び
第
五
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
四

十
、
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
六
十
、
」
と
、「
百
分
の
百

六
十 

」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
八
十
」
と
、
同
条
第

五
項
中
「
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
規
定
す
る
給

料
表
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
及

び
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平

成
十
四
年
大
阪
府
条
例
第
八
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
に

規
定
す
る
給
料
表
」
と
す
る
。 

４ 

（
略
） 

 

現 
 
 

行 

  

第
八
条 

（
略
） 

４ 

（
略
） 

２
（
略
） 

３ 

特
定
任
期
付
職
員
に
対
す
る
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤

勉
手
当
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
及
び
第
五
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
四

十
、
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
六
十
、
」
と
、「
百
分
の

百
四
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
六
十 

」
と
、
同

条
第
五
項
中
「
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
規
定
す

る
給
料
表
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま

で
及
び
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例

（
平
成
十
四
年
大
阪
府
条
例
第
八
十
六
号
）
第
四
条
第
一

項
に
規
定
す
る
給
料
表
」
と
す
る
。 

現 

行 

【
平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日
時
点
】 



○ 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
年
大
阪
府
条
例
第
三
十
五
号
）
新
旧
対
照
表
【
第
七
条
】
※
平
成
二
十
二
年
四

月
一
日
施
行 

  

○ 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
八
年
大
阪
府
条
例
第
九
号
）
新
旧
対
照
表
【
第
八
条
】 

※
平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日
施
行 

  

（
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
） 

第
二
十
四
条
の
三 
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
は
、
義
務

教
育
諸
学
校
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二

十
六
号
）
に
規
定
す
る
小
学
校
、
中
学
校
又
は
特
別
支
援

学
校
の
小
学
部
若
し
く
は
中
学
部
を
い
う
。
）
に
勤
務
す
る

教
育
職
員
に
対
し
て
支
給
す
る
。 

２ 

義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
の
月
額
は
、
一
万
千
七
百

円 

を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
職
務
の
級
及
び
号
給
（
再

任
用
職
員
に
あ
つ
て
は
、
職
務
の
級
）
の
別
に
応
じ
て
、

人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。 

３ 

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
等
学
校
又
は
特
別
支
援
学

校
の
幼
稚
部
若
し
く
は
高
等
部
に
勤
務
す
る
教
育
職
員
に

つ
い
て
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
教
育
職
員
と
の
権
衡
上

必
要
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
人
事
委
員
会
規

則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手

当
を
支
給
す
る
。 

４ 

第
一
項
及
び
前
項
に
お
い
て
「
教
育
職
員
」
と
は
、
校

長
、
教
頭
、
教
諭
、
養
護
教
諭
、
栄
養
教
諭
、
助
教
諭
、

養
護
助
教
諭
、
講
師
、
実
習
助
手
及
び
寄
宿
舎
指
導
員
を

い
う
。 

改 

正 

案 

    

（
地
域
手
当
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

14 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る

新
給
与
条
例
第
十
三
条
の
三
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は 

 
 

１
～
13
（
略
） 

15
～
67 

（
略
） 

、
同
条
中
「
百
分
の
十
五
」
と
あ
る
の
は
、「
百
分
の
十
四
」

と
す
る
。 

附 

則 

改 

正 

案 

 

（
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
） 

第
二
十
四
条
の
三 

義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
は
、
義
務

教
育
諸
学
校
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二

十
六
号
）
に
規
定
す
る
小
学
校
、
中
学
校
又
は
特
別
支
援

学
校
の
小
学
部
若
し
く
は
中
学
部
を
い
う
。
）
に
勤
務
す
る

教
育
職
員
に
対
し
て
支
給
す
る
。 

２ 

義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
の
月
額
は
、
一
万
五
千
九

百
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
職
務
の
級
及
び
号
給
（
再

任
用
職
員
に
あ
つ
て
は
、
職
務
の
級
）
の
別
に
応
じ
て
、

人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。 

３ 

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
等
学
校
又
は
特
別
支
援
学

校
の
幼
稚
部
若
し
く
は
高
等
部
に
勤
務
す
る
教
育
職
員
に

つ
い
て
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
教
育
職
員
と
の
権
衡
上

必
要
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
人
事
委
員
会
規

則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手

当
を
支
給
す
る
。 

４ 

第
一
項
及
び
前
項
に
お
い
て
「
教
育
職
員
」
と
は
、
校

長
、
教
頭
、
教
諭
、
養
護
教
諭
、
栄
養
教
諭
、
助
教
諭
、

養
護
助
教
諭
、
講
師
、
実
習
助
手
及
び
寄
宿
舎
指
導
員
を

い
う
。 

現 
 
 

行 

    

（
地
域
手
当
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

１
～
13
（
略
） 

15
～
67 

（
略
） 

14 

、
当
分
の
間
、
同
条
中
「
百
分
の
十
五
」
と
あ
る
の
は
、「
百

分
の
十
四
」
と
す
る
。 

 
 

新
給
与
条
例

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

附 

則 

第
十
三
条
の
三
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

現 
 
 

行 



○ 

知
事
及
び
副
知
事
の
給
料
、
手
当
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
二
年
大
阪
府
条
例
第
十
八
号
）
新
旧
対
照
表
【
第

九
条
】
※
平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日
施
行 

  

○ 

知
事
及
び
副
知
事
の
給
料
、
手
当
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
二
年
大
阪
府
条
例
第
十
八
号
）
新
旧
対
照
表
【
第

十
条
】
※
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
施
行 

 

 

第
五
条 

知
事
等
の
期
末
手
当
の
額
は
、
六
月
一
日
又
は
十

二
月
一
日
（
以
下
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
現
在
（
基
準

日
前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
退
職

し
た
日
現
在
）
に
お
い
て
知
事
又
は
副
知
事
が
受
け
る
べ

き
給
料
の
月
額
及
び
そ
の
月
額
に
百
分
の
二
十
を
乗
じ
て

得
た
額
の
合
計
額
に
、
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て

は
百
分
の
二
百
十
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て

は
百
分
の
二
百
十 

を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
基
準
日
以
前

六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間
の
区

分
に
応
じ
て
職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特

別
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
大
阪
府
条
例
第

四
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ

て
得
た
額
と
す
る 

 

附 

則 

１
～
５ 

（
略
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

６ 

平
成
二
十
一
年
六
月
に
支
給
す
る
期
末
手
当
に
関
す
る

第
五
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
百

分
の
二
百
十
」
と
あ
る
の
は
、「
百
分
の
百
九
十
五
」
と
す

る
。 

改 

正 

案 

  

第
五
条 

知
事
等
の
期
末
手
当
の
額
は
、
六
月
一
日
又
は
十

二
月
一
日
（
以
下
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
現
在
（
基
準

日
前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
退
職

し
た
日
現
在
）
に
お
い
て
知
事
又
は
副
知
事
が
受
け
る
べ

き
給
料
の
月
額
及
び
そ
の
月
額
に
百
分
の
二
十
を
乗
じ
て

得
た
額
の
合
計
額
に
、
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て

は

 

第
五
条 

知
事
等
の
期
末
手
当
の
額
は
、
六
月
一
日
又
は
十

二
月
一
日
（
以
下
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
現
在
（
基
準

日
前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
退
職

し
た
日
現
在
）
に
お
い
て
知
事
又
は
副
知
事
が
受
け
る
べ

き
給
料
の
月
額
及
び
そ
の
月
額
に
百
分
の
二
十
を
乗
じ
て

得
た
額
の
合
計
額
に
、
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て

は
百
分
の
二
百
十
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て

は
百
分
の
二
百
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
基
準
日
以
前

六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間
の
区

分
に
応
じ
て
職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特

別
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
大
阪
府
条
例
第

四
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ

て
得
た
額
と
す
る 

 

附 

則 

１
～
５ 
（
略
） 

（
平
成
二
十
一
年
六
月
に
支
給
す
る
期
末
手
当
に
関
す
る
特

例
措
置
） 

６ 

平
成
二
十
一
年
六
月
に
支
給
す
る
期
末
手
当
に
関
す
る

第
五
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
百

分
の
二
百
十
」
と
あ
る
の
は
、「
百
分
の
百
九
十
五
」
と
す

る
。 

現 
 
 

行 
百
分
の
百
九
十
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て

は
百
分
の
二
百
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
基
準
日
以
前

六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間
の
区

分
に
応
じ
て
職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特

別
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
大
阪
府
条
例
第

四
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ

て
得
た
額
と
す
る 

改 

正 

案 

  

第
五
条 

知
事
等
の
期
末
手
当
の
額
は
、
六
月
一
日
又
は
十

二
月
一
日
（
以
下
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
現
在
（
基
準

日
前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
退
職

し
た
日
現
在
）
に
お
い
て
知
事
又
は
副
知
事
が
受
け
る
べ

き
給
料
の
月
額
及
び
そ
の
月
額
に
百
分
の
二
十
を
乗
じ
て

得
た
額
の
合
計
額
に
、
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て

は
百
分
の
二
百
十
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て

は
百
分
の
二
百
十
を 

乗
じ
て
得
た
額
に
、
基
準
日
以
前

六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間
の
区

分
に
応
じ
て
職
員
の
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特

別
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
大
阪
府
条
例
第

四
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ

て
得
た
額
と
す
る 

現 

行 

【
平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日
時
点
】 
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○ 

改
正
前
の
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
大
阪
府
条
例
第
四
十
五
号
）
第
二
条
第
二

項
読
替
対
照
表
（
任
期
付
職
員
条
例
第
八
条
第
三
項
関
係
） 

 
（
期
末
手
当
） 

第
二
条 

（
略
） 

２ 

期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、
六
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
六
十
、
十
二
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
八
十
を
乗
じ
て
得
た

額
（
給
与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
行
政

職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
七

級
以
上
で
あ
る
も
の
並
び
に
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま

で
に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職

務
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の
度
等
が
こ
れ
に
相
当
す
る

も
の
（
こ
れ
ら
の
職
員
の
う
ち
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定

め
る
職
員
を
除
く
。
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
「
特
定
管

理
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場
合

に
お
い
て
は
百
分
の
百
二
十
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合

に
お
い
て
は
百
分
の
百
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額
、
給
与
条

例
第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
指
定
職
給
料
表
の

適
用
を
受
け
る
職
員
（
以
下
「
指
定
職
給
料
表
適
用
職
員
」

と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て

は
百
分
の
七
十
五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て

は
百
分
の
九
十
を
乗
じ
て
得
た
額
）
に
、
基
準
日
以
前
六

箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間
の
次
の

各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合

を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
基
準
日
前
一
箇
月

以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
第

一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
の
う
ち
当
該
退
職
若
し

く
は
失
職
又
は
死
亡
の
際
に
給
与
条
例
第
二
十
九
条
第
二

項
本
文
、
第
三
項
、
第
五
項
又
は
第
六
項
に
規
定
す
る
職

員
で
あ
つ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
規
定
に
よ
り
算

出
し
た
額
に
当
該
各
項
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

と
す
る
。 

 

読
替
後
（
特
定
任
期
付
職
員
） 

※ 
特
定
任
期
付
職
員
に
対
す
る
期
末
手
当 

（
期
末
手
当
） 

第
二
条 

（
略
） 

２ 

期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、
六
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
四
十
、
十
二
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
六
十
を
乗
じ
て
得
た

額
（
給
与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
行
政

職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
七

級
以
上
で
あ
る
も
の
並
び
に
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま

で
に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職

務
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の
度
等
が
こ
れ
に
相
当
す
る

も
の
（
こ
れ
ら
の
職
員
の
う
ち
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定

め
る
職
員
を
除
く
。
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
「
特
定
管

理
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場
合

に
お
い
て
は
百
分
の
百
二
十
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合

に
お
い
て
は
百
分
の
百
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額
、
給
与
条

例
第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
指
定
職
給
料
表
の

適
用
を
受
け
る
職
員
（
以
下
「
指
定
職
給
料
表
適
用
職
員
」

と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て

は
百
分
の
七
十
五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て

は
百
分
の
九
十
を
乗
じ
て
得
た
額
）
に
、
基
準
日
以
前
六

箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間
の
次
の

各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合

を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
基
準
日
前
一
箇
月

以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
第

一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
の
う
ち
当
該
退
職
若
し

く
は
失
職
又
は
死
亡
の
際
に
給
与
条
例
第
二
十
九
条
第
二

項
本
文
、
第
三
項
、
第
五
項
又
は
第
六
項
に
規
定
す
る
職

員
で
あ
つ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
規
定
に
よ
り
算

出
し
た
額
に
当
該
各
項
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

と
す
る
。 

 

読
替
前
（
一
般
職
員
） 



○ 

改
正
後
（
平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日
施
行
）
の
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
読
替

対
照
表
（
任
期
付
職
員
条
例
第
八
条
第
三
項
関
係
） 

 
（
期
末
手
当
） 

第
二
条 

（
略
） 

２ 

期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、
六
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
六
十
、
十
二
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
六
十
を
乗
じ
て
得
た

額
（
給
与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
行
政

職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
七

級
以
上
で
あ
る
も
の
並
び
に
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま

で
に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職

務
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の
度
等
が
こ
れ
に
相
当
す
る

も
の
（
こ
れ
ら
の
職
員
の
う
ち
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定

め
る
職
員
を
除
く
。
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
「
特
定
管

理
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場
合

に
お
い
て
は
百
分
の
百
二
十
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合

に
お
い
て
は
百
分
の
百
二
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
、
給
与

条
例
第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
指
定
職
給
料
表

の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
以
下
「
指
定
職
給
料
表
適
用
職

員
」
と
い
う
。）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お

い
て
は
百
分
の
七
十
五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お

い
て
は
百
分
の
八
十
を 

乗
じ
て
得
た
額
）
に
、
基
準
日

以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間

の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め

る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
基
準
日
前

一
箇
月
以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
十

六
条
第
一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
り
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
の
う
ち
当
該
退

職
若
し
く
は
失
職
又
は
死
亡
の
際
に
給
与
条
例
第
二
十
九

条
第
二
項
本
文
、
第
三
項
、
第
五
項
又
は
第
六
項
に
規
定

す
る
職
員
で
あ
つ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
規
定
に

よ
り
算
出
し
た
額
に
当
該
各
項
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て

得
た
額
と
す
る
。 

 

読
替
後
（
特
定
任
期
付
職
員
） 

※ 
特
定
任
期
付
職
員
に
対
す
る
期
末
手
当 

 

（
期
末
手
当
） 

第
二
条 

（
略
） 

２ 

期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、
六
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
四
十
、
十
二
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
四
十
五
を
乗
じ
て
得

た
額
（
給
与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
行

政
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が

七
級
以
上
で
あ
る
も
の
並
び
に
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号

ま
で
に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の

職
務
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の
度
等
が
こ
れ
に
相
当
す

る
も
の
（
こ
れ
ら
の
職
員
の
う
ち
、
人
事
委
員
会
規
則
で

定
め
る
職
員
を
除
く
。
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
「
特
定

管
理
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場

合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
二
十
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場

合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
二
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
、
給

与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
指
定
職
給
料

表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
以
下
「
指
定
職
給
料
表
適
用

職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に

お
い
て
は
百
分
の
七
十
五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に

お
い
て
は
百
分
の
八
十
を 

乗
じ
て
得
た
額
）
に
、
基
準

日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期

間
の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定

め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
基
準
日

前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第

十
六
条
第
一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
り
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
の
う
ち
当
該

退
職
若
し
く
は
失
職
又
は
死
亡
の
際
に
給
与
条
例
第
二
十

九
条
第
二
項
本
文
、
第
三
項
、
第
五
項
又
は
第
六
項
に
規

定
す
る
職
員
で
あ
つ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
規
定

に
よ
り
算
出
し
た
額
に
当
該
各
項
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ

て
得
た
額
と
す
る
。 

 

読
替
前
（
一
般
職
員
） 



○ 

改
正
後
（
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
施
行
）
の
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
読
替
対

照
表
（
任
期
付
職
員
条
例
第
八
条
第
三
項
関
係
） 

 
（
期
末
手
当
） 

第
二
条 

（
略
） 

２ 

期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、
六
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
四
十
五
、
十
二
月
に

支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
六
十
五
を
乗
じ
て

得
た
額
（
給
与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る

行
政
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級

が
七
級
以
上
で
あ
る
も
の
並
び
に
同
項
第
二
号
か
ら
第
五

号
ま
で
に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ

の
職
務
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の
度
等
が
こ
れ
に
相
当

す
る
も
の
（
こ
れ
ら
の
職
員
の
う
ち
、
人
事
委
員
会
規
則

で
定
め
る
職
員
を
除
く
。
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
「
特

定
管
理
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る

場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
五
、 

十
二
月
に
支
給
す
る

場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
、
給

与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
指
定
職
給
料

表
（
以
下
「
指
定
職
給
料
表
」
と
い
う
。）
の
適
用
を
受
け

る
職
員
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は

百
分
の
六
十
五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は

百
分
の
八
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
）
に
、
基
準
日
以
前
六

箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間
の
次
の

各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合

を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
基
準
日
前
一
箇
月

以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
第

一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
の
う
ち
当
該
退
職
若
し

く
は
失
職
又
は
死
亡
の
際
に
給
与
条
例
第
二
十
九
条
第
二

項
本
文
、
第
三
項
、
第
五
項
又
は
第
六
項
に
規
定
す
る
職

員
で
あ
つ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
規
定
に
よ
り
算

出
し
た
額
に
当
該
各
項
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

と
す
る
。 

 

読
替
後
（
特
定
任
期
付
職
員
） 

※ 
特
定
任
期
付
職
員
に
対
す
る
期
末
手
当 

  

 

（
期
末
手
当
） 

２ 

期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、
六
月
に
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
は

第
二
条 

（
略
） 

百
分
の
百
二
十
五
、
十
二
月
に

支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
五
十
を
乗
じ
て
得

た
額
（
給
与
条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
行

政
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が

七
級
以
上
で
あ
る
も
の
並
び
に
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号

ま
で
に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の

職
務
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の
度
等
が
こ
れ
に
相
当
す

る
も
の
（
こ
れ
ら
の
職
員
の
う
ち
、
人
事
委
員
会
規
則
で

定
め
る
職
員
を
除
く
。
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
「
特
定

管
理
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場

合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
五
、 

十
二
月
に
支
給
す
る
場

合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
、
給
与

条
例
第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
指
定
職
給
料
表

（
以
下
「
指
定
職
給
料
表
」
と
い
う
。
）
の
適
用
を
受
け
る

職
員
に
あ
つ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百

分
の
六
十
五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百

分
の
八
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
）
に
、
基
準
日
以
前
六
箇

月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間
の
次
の
各

号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を

乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
基
準
日
前
一
箇
月
以

内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
第
一

号
に
該
当
し
て
同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
の
う
ち
当
該
退
職
若
し
く

は
失
職
又
は
死
亡
の
際
に
給
与
条
例
第
二
十
九
条
第
二
項

本
文
、
第
三
項
、
第
五
項
又
は
第
六
項
に
規
定
す
る
職
員

で
あ
つ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
規
定
に
よ
り
算
出

し
た
額
に
当
該
各
項
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と

す
る
。 

読
替
前
（
一
般
職
員
） 
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